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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低速ＯＳＩおよび高速ＯＳＩを含む他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を受信すること、該
低速ＯＳＩはスーパーフレーム時間スケールにわたって判定される干渉メトリックに対応
し、該高速ＯＳＩはサブスーパーフレーム時間スケールにわたって判定される干渉メトリ
ックに対応し；
　前記受信した高速ＯＳＩの粒度の少なくとも一部に基づいて、該受信したＯＳＩに関連
する通信時間周波数リソースを同定すること；
　前記同定された通信時間周波数リソースに関連付けられたデルタ値が前記受信したＯＳ
Ｉ指標に応じて調整されるべきかどうか決定すること；および
　前記同定された通信時間周波数リソースに関連付けられた前記デルタ値を調整すること
を含む無線システムにおけるリソース管理の方法。
【請求項２】
　前記デルタ値の前記調整は、前記受信したＯＳＩ指標、現在のデルタ値、およびチャネ
ル強度メトリックに依存する確率分布に基づいて、前記デルタ値を増加させるべきか、減
少させるべきか、維持するべきかどうかをランダムに決定することを含む請求項１の方法
。
【請求項３】
　前記デルタ値の前記調整は、決定性アルゴリズムを採用することを含み、前記受信した
ＯＳＩ指標、現在のデルタ値、およびチャネル強度メトリックに依存する重み関数が、特
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定の離散値に従ってデルタ値を増加させるか減少させる請求項１の方法。
【請求項４】
　調整されたデルタ値を保持することをさらに含む請求項１の方法。
【請求項５】
　調整されたデルタ値のための境界として役立つ１つまたは複数のデルタ値を計算するこ
とをさらに含む請求項１の方法。
【請求項６】
　インターレースの復号で前記ＯＳＩ指標を受信する請求項１の方法。
【請求項７】
　フォワードリンクのフレームごとに、前記ＯＳＩ指標を受信する請求項１の方法。
【請求項８】
　ＯＳＩ指標の受信は、１セットのサブフレーム、１セットのフレーム、および１セット
のサブキャリアからなるグループから選択された１セットにわたって平均した干渉メトリ
ックの値を受信することを含む請求項１の方法。
【請求項９】
　アクセスポイントのセットを取得し、
　取得したアクセスポイントのセット内のアクセスポイントから超過他セクタ干渉（ＯＳ
Ｉ）の指標を受信し、該ＯＳＩは低速ＯＳＩおよび高速ＯＳＩを含み、該低速ＯＳＩはス
ーパーフレーム時間スケールにわたって判定される干渉メトリックに対応し、該高速ＯＳ
Ｉはサブスーパーフレーム時間スケールにわたって判定される干渉メトリックに対応し、
　前記受信した高速ＯＳＩの粒度の少なくとも一部に基づいて、該受信したＯＳＩに関連
する通信時間周波数リソースを同定し、
　前記超過ＯＳＩ指標に従って、前記同定された通信時間周波数リソースに関連付けられ
たオフセット値を調整し、
　前記調整したオフセット値を保持するように構成された集積回路；および
　データを格納するための前記集積回路に結合されたメモリを具備する無線通信装置。
【請求項１０】
　前記集積回路は、サービングアクセスポイントからリソース割当てを受信するようにさ
らに構成された請求項９の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記集積回路は、サービングアクセスポイントに前記調整したオフセット値を送信する
ようにさらに構成された請求項１０の無線通信装置。
【請求項１２】
　前記集積回路は、前記オフセット値を調整するために確率的アルゴリズムを用いるよう
さらに構成された請求項９の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記集積回路は、前記オフセット値を調整するために決定性アルゴリズムを用い、前記
メモリから前記アルゴリズムを定義する１セットのパラメータを引き出すようにさらに構
成された請求項９の無線通信装置。
【請求項１４】
　前記格納されたデータは、有効な干渉、平均干渉、干渉レベルの分布の特定百分位数に
対応する干渉、あるいは任意のそれらの組み合わせの計算された値を含む請求項９の無線
通信装置。
【請求項１５】
　非サービングアクセスポイント（ＡＰ）のセットを設定して他セクタ干渉指標を監視す
るための手段；
　前記監視セット内の１つまたは複数のＡＰから、スーパーフレーム時間スケールにわた
って判定される干渉メトリックに対応する低速ＯＳＩおよびサブスーパーフレーム時間ス
ケールにわたって判定される干渉メトリックに対応する高速ＯＳＩを含む他セクタ干渉（
ＯＳＩ）指標を受信するための手段；
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　前記受信した高速ＯＳＩの粒度の少なくとも一部に基づいて、該受信したＯＳＩに関連
する通信時間周波数リソースを同定するための手段；および
　前記受信したＯＳＩ指標に従って、前記同定した通信リソースに関連付けられたオフセ
ット値を調整するための手段を具備する無線通信システムにおけるリソース管理を容易に
する装置。
【請求項１６】
　前記サブスーパーフレーム時間スケールは、１つまたは複数のフレームおよび１つまた
は複数のシンボルから成るグループから選ばれたものに対応する請求項１５の装置。
【請求項１７】
　コンピュータに、非サービングアクセスポイントのセットから超過他セクタ干渉（ＯＳ
Ｉ）の指標を受信させるためのコード、該低速ＯＳＩはスーパーフレーム時間スケールに
わたって判定される干渉メトリックに対応し、該高速ＯＳＩはサブスーパーフレーム時間
スケールにわたって判定される干渉メトリックに対応し；
　コンピュータに、前記受信した高速ＯＳＩの粒度の少なくとも一部に基づいて、該受信
したＯＳＩに関連する通信時間周波数リソースを同定させるためのコード；
　コンピュータに、アクセスポイントによって割当てられ、前記同定された通信リソース
に関連付けられたオフセット値を調整させるためのコード；および
　コンピュータに、次のリソース割当てを更新するためにアクセスポイントに前記調整し
たオフセット値を伝えさせるためのコードを具備するコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
本出願は、２００６年９月８日に提出された米国仮出願第６０／８４３，２９１号、およ
び２００７年９月４日に提出された米国特許出願第１１／８４９，５９５号の利益を主張
する。本出願の全体は、参照することによりここに組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
本開示は、一般に無線通信に関し、特に、無線通信システムにおける高速他セクタ干渉お
よび通信リソース調整のための技術に関する。
【０００３】
　無線通信は、個人の日々の仕事のほぼすべての局面に浸透している。仕事／オフィス活
動ならびにエンターテイメントを円滑化するために、無線システムは広く展開し、音声、
データ、映像などのような種々の型の通信コンテンツを提供する。これらのシステムは、
利用可能システムリソースの共有により複数の端末のための通信をサポート可能な多元接
続システムとすることができる。そのような多元接続システムの例は符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システムおよび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　無線多元接続通信システムは、複数の無線端末のための通信を同時にサポートすること
ができる。そのようなシステムでは、端末はそれぞれフォワードリンクおよびリバースリ
ンク上の送信によって１つまたは複数のセクタと通信することができる。フォワードリン
ク（つまりダウンリンク）はセクタから端末への通信リンクのことをいう。また、リバー
スリンク（つまりアップリンク）は端末からセクタへの通信リンクのことをいう。これら
の通信リンクは単入力単出力（ＳＩＳＯ）、多入力単出力（ＭＩＳＯ）、および／または
多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムによって開設することができる。
【０００５】
　複数の端末は、時間、周波数および／または符号領域で互いに直角となるように送信を
多重化することにより、リバースリンク上で同時に送信することができる。送信間の十分
な直交性が達成されれば、各端末からの送信は、受信セクタでの他の端末からの送信に干
渉しない。しかし、チャネル条件、受信機不完全性および他の要因により、異なる端末か
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らの送信の間の完全な直交性が実現されないことがある。その結果、端末は、同じセクタ
と通信する他の端末に対して若干の干渉を引き起こす。更に、異なるセクタと通信する端
末からの送信は、典型的には互いに直角ではないことから、各端末が近傍セクタと通信す
る端末への干渉を引き起こす場合もある。この干渉は、当該システムにおける各端末の性
能の低下をもたらす。従って、当該技術分野においては、無線通信システムにおける干渉
の影響を緩和するための有効な技術が必要とされている。
【発明の概要】
【０００６】
　下記は開示された実施形態のいくつかの態様の基本的了解事項を提供するために単純化
された要約を示す。この要約は広範囲な概観ではなく、重要または重大な構成要素を同定
することや、かかる実施形態の範囲を線引きすることは意図されていない。その目的は、
後に示されるより詳細な説明の前ぶれとして、記載された実施形態のいくつかの概念を簡
素なかたちで示すことにある。
【０００７】
　ある態様では、無線システムにおけるリソース管理が開示される。この方法は、他セク
タ干渉（ＯＳＩ）の指標を受信すること；通信リソースに関連付けられたデルタ値が前記
受信したＯＳＩ指標に応じて調整されるべきかどうか決定すること、該決定は前記ＯＳＩ
指標に対応する時間周波数リソースを同定することを含む；および前記通信リソースに関
連付けられた前記デルタ値を調整することを含む。
【０００８】
　別の態様において、本件明細書は無線通信装置を開示する。この装置は、アクセスポイ
ントのセットを取得し、取得したアクセスポイントのセット内のアクセスポイントから超
過他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を受信し、前記超過ＯＳＩ指標に従って通信リソースに
関連付けられたオフセット値を調整し、前記調整したオフセット値保持するように構成さ
れた集積回路；およびデータを格納するための前記集積回路に結合されたメモリを具備す
る。
【０００９】
　さらに別の態様では、無線通信システムにおけるリソース管理を容易にする装置は、非
サービングアクセスポイント（ＡＰ）のセットを設定して他セクタ干渉指標を監視するた
めの手段；前記監視セット内の１つまたは複数のＡＰから他セクタ干渉（ＯＳＩ）指標を
受信するための手段；および前記受信したＯＳＩ指標に従って通信リソースに関連付けら
れたオフセット値を調整するための手段を具備する。
【００１０】
　さらに別の態様では、コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、非サービングアクセ
スポイントのセットから超過他セクタ干渉の指標を受信させるためのコード；コンピュー
タに、アクセスポイントによって割当てられた通信リソースに関連付けられたオフセット
値を調整させるためのコード；コンピュータに、次のリソース割当てを更新するためにア
クセスポイントに前記調整したオフセット値を伝えさせるためのコードを具備する。
【００１１】
　ある態様では、無線システムにおける干渉を管理する方法は、干渉メトリックに基づい
て干渉レベルを決定すること；前記決定した干渉レベルに基づいた他セクタ干渉（ＯＳＩ
）の指標を生成すること；および前記ＯＳＩ指標を送信することを含む。
【００１２】
　別の態様において、無線通信に用いられる装置は、干渉メトリックに基づいて高速干渉
レベルを決定するための手段；高速他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を前記高速干渉レベル
に従って生成するための手段；および前記生成したＯＳＩ指標を送信するための手段を具
備する。
【００１３】
　さらに別の態様では、コンピュータ可読媒体は、フレーム時間スケールとスーパーフレ
ーム時間スケール上の干渉レベル（無線システムのシンボルニューメロロジーによって規
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定された時間スケール）をコンピュータに測定させるためのコード；コンピュータに、前
記干渉レベル測定に基づいて有効干渉レベルを計算させるためのコード；および超過他セ
クタ干渉指標を前記計算された有効干渉レベルに従ってコンピュータに発行させるための
コードを具備する。
【００１４】
　さらに別の態様では、無線通信環境において動作する電気機器は、周波数領域と時間領
域において干渉レベルを測定し、該測定は異種の時間スケールで行なわれ、低速および高
速レジームにおける前記測定の結果を用いる有効干渉レベルを計算し、超過他セクタ干渉
の指標をブロードキャストするように構成された集積回路；および測定され計算されたデ
ータを格納する前記集積回路に結合されたメモリを具備する。
【００１５】
　さらに別の態様は、無線通信を容易にする装置であって、該システムは、リソース割当
てを送信し、割当てられたリソースに関連付けられた調整オフセット値を受信するように
構成された構成された集積回路；およびデータを格納するための前記集積回路に結合され
たメモリを具備し、該データは、通信リソースに関連したオフセットの調整された値を含
む。
【００１６】
　上述の関連する目的を達成するために、１つまたは複数の実施形態は、以下で十分に記
載され、特許請求の範囲において特に指摘された特徴を具備する。
【００１７】
以下の明細書および添付の図面は、ある例示の態様を詳細に説明しており、実施形態の原
理を採用できるさまざまな方法を、いくつか示している。
【００１８】
以下の詳細な説明を図面と共に検討すれば、他の利点および新規な特徴が明らかになるで
あろう。また開示された実施形態は、かかる態様およびその等価物のすべてを含むことが
意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、ここに述べられた種々の態様に従って無線多元接続通信システムを示す
。
【図２】図２は、干渉および通信リソース管理を容易にするシステム例のブロック図を示
す。
【図３】図３は、実例となるスーパーフレームにわたる時間領域における干渉メトリック
値の例図である。
【図４】図４は周波数領域における干渉メトリック値の例図である。
【図５Ａ】図５Ａおよび５Ｂは、本件明細書のある態様に従って、オフセット値群、およ
び超過他セクタ干渉の指標に対するそれらの応答を表わす例図である。
【図５Ｂ】図５Ａおよび５Ｂは、本件明細書のある態様に従って、オフセット値群、およ
び超過他セクタ干渉の指標に対するそれらの応答を表わす例図である。
【図６】図６は、本件明細書のある態様に従って高速他セクタ干渉オフセット値の時間変
遷を示す。
【図７】図７は、無線システムにおける他のシステム干渉の指標を生成するための方法の
例のフローチャートを示す。
【図８】図８は、無線システムにおける、干渉および通信リソースを管理するための方法
の例のフローチャートを示す。
【図９】図９は、干渉調整を利用することができる多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信機およ
び受信機の例のブロック図である。
【図１０】図１０は、マルチユーザＭＩＭＯ構成例のブロック図である。
【図１１】図１１は、無線通信システムにおける、干渉およびリソース管理を統合するシ
ステム例のブロック図である。
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【図１２】図１２は、種々の態様に従い無線通信システムにおけるリバースリンクリソー
スおよび干渉の管理を統合するシステムのブロック図である。
【図１３】図１３は、本件開示のある態様に従って無線通信におけるリソース管理を可能
にするシステム例のブロック図を示す。
【図１４】図１４は、本件開示のある態様に従って無線システムにおける干渉管理を可能
にするシステム例１３００のブロック図を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　種々の実施形態を図面を参照して説明する。ここでは、全体にわたって構成要素等を参
照するために参照数字等を用いる。以下の明細書には、１つまたは複数の実施形態の一通
りの理解が得られるように、説明を目的として幾多の具体的詳細が記載される。しかしな
がら、これら具体的詳細が無くとも、かかる実施形態を実施できることは明らかであろう
。その他の例において、良く知られた構造および装置については、１つまたは複数の実施
形態の説明を容易にするために、ブロック図の形式で示す。
【００２１】
　さらに、用語「または（ｏｒ）」は、排他的な「または」よりもむしろ、包括的な「ま
たは」を意味することが意図される。すなわち、別段の指定がないまたは文脈から明らか
でない限り、「ｘはＡまたはＢを用いる」とは、自然な包括的置換のいずれかを意味する
ことが意図される。すなわち、ｘがＡを用いるか、ｘがＢを用いるか、それともｘがＡと
Ｂの両方を用いるならば、このような例のいずれかに基づいて「ｘはＡまたはＢを用いる
」が充足される。さらに、このapplicationおよび添付のｃｌａｉｍｓにおいて用いられ
るような冠詞「ａ」および「ａｎ」は、別段の指定がない、または単数形が意図されてい
ることが文脈から明らかでない限り「１つまたは複数」を意味すると一般的に解釈される
べきである。
【００２２】
　本願明細書で用いるような「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」などの
用語は、コンピュータ関連の実体、すなわちハードウェア、ファームウェア、ハードウェ
アとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェアまたは実行中のソフトウェアのいずれかを
指すことが意図される。例えば、コンポーネントはプロセッサ上の実行プロセス、プロセ
ッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピ
ュータであってもよいが、これらに限定されるものではない。実例として、コンピューテ
ィング装置上で実行するアプリケーション、およびコンピューティング装置は、ともにコ
ンポーネントとすることができる。１つまたは複数のコンポーネントがプロセスおよび／
または実行スレッド内に存在することができ、あるコンポーネントを１つのコンピュータ
に配置し、および／または２台以上のコンピュータに分散配置してもよい。さらに、これ
らのコンポーネントは、諸データ構造を格納する種々のコンピュータ読取り可能な媒体か
ら実行してもよい。該コンポーネントは、ローカルプロセスおよび／またはリモートプロ
セスとして、例えば１つまたは複数のデータパケット（例えば、ローカルシステム、分散
型システムにおける別のコンポーネントと相互作用するコンポーネントからのデータ、イ
ンターネットのようなネットワークを経由する信号を手段として他システムと相互作用す
るコンポーネントからのデータ）を有する信号に従って通信を行ってもよい。
【００２３】
　更にここでは、モバイル装置に関連して種々の実施形態を説明する。モバイル装置は、
システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、リモート局、リモート端末、
アクセス端末、ユーザ端末、端末、無線通信装置、ユーザエージェント、ユーザ装置また
はユーザ機器（ＵＥ）と呼ぶことができる。モバイル装置は、携帯電話機、コードレス電
話機、セッション設定プロトコル（ＳＩＰ）電話機、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ
）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続能力を持っているハンドヘルド装置、コンピュ
ーティング装置または無線モデムに接続された他の制御演算装置であってもよい。ここで
、基地局に関連して種々の実施形態を説明する。基地局はモバイル装置との通信のために
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利用することができ、アクセスポイント、ノードＢ、エボルブドノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ
）または他のある用語で称することができる。
【００２４】
　ここで図面を参照すると、図１は種々の態様による無線多元接続通信システム１００の
図である。ある例では、無線多元接続通信システム１００は複数の基地局１１０および複
数の端末１２０を含んでいる。さらに、１つまたは複数の基地局１１０は１つまたは複数
の端末１２０と通信することができる。限定されない例として、基地局１１０は、アクセ
スポイントであり、ノードＢおよび／または別の適合するネットワークエンティティーで
あってもよい。各基地局１１０は特定の地理的なエリア１０２ａーｃに通信カバレッジを
供給する。一般に当該技術分野で用いられ、またここで用いられるように、用語「セル」
は基地局１１０および／または用語が用いられるコンテキストに依存するそのカバレッジ
エリア１０２ａｃのことをいう。
【００２５】
　システムキャパシティを向上するために、基地局１１０に対応するカバレッジエリア１
０２ａ、１０２ｂまたは１０２ｃは、複数のより小さなエリア（例えばエリア１０４ａ、
１０４ｂおよび１０４ｃ）に分割することができる。より小さなエリア１０４ａ、１０４
ｂおよび１０４ｃの各々を、それぞれのベーストランシーバーサブシステム（図示しない
ＢＴＳ）がサーブしてもよい。一般に当該技術分野で用いられ、またここで用いられるよ
うに、用語「セクタ」は、該用語が用いられるコンテキストに依存し、ＢＴＳおよび／ま
たはそのカバレッジエリアのことであるといえる。ある例では、セル１０２ａ、１０２ｂ
または１０２ｃ内のセクタ１０４ａ、１０４ｂおよび１０４ｃは、基地局１１０において
アンテナのグループ（図示しない）によって形成することができ、各アンテナのグループ
は、セル１０２ａ、１０２ｂまたは１０２ｃの一部における端末１２０との通信を担う。
例えば、セル１０２ａをサーブする基地局１１０は、セクタ１０４ａに対応する第一のア
ンテナグループを持ち、セクタ１０４ｂに対応する第二のアンテナグループを持ち、セク
タ１０４ｃに対応する第三のアンテナグループを持ってもよい。また一方、ここに開示さ
れた種々の態様は、セクタ化セルおよび／または非セクタ化セルを持つシステムにおいて
用いることができることを理解されたい。さらに、いかなる数のセクタ化セルおよび／ま
たは非セクタ化セルを持つものであっても、適合する無線通信ネットワークはすべて、添
付の特許請求の範囲に含まれることが意図される点を理解されたい。単純化のために、こ
こで用いられる用語「基地局」とは、セルをサーブする局ならびにセクタをサーブする局
の両者を指すことができる。さらに、ここでは、「サービング」アクセスポイントとは、
端末がＲＬトラフィック（データ）送信をしているものをいい、「隣接」（非サービング
）アクセスポイントは、端末がＦＬトラフィックを持つことができるもの、および／また
はＦＬおよびＲＬ制御送信の両者を持つがＲＬトラフィックを持たないものをいう。ここ
で用いるような、リンクがバラバラであるシナリオにおけるＦＬセクタは、隣接セクタで
あることを理解されたい。以下の説明は、簡単化のために、大まかには各端末が１つのサ
ービングアクセスポイントと通信するシステムに関するものであるが、端末はいかなる数
のサービングアクセスポイントとも通信することができることを理解されたい。
【００２６】
　ある態様に従って、端末１２０はシステム１００の全体にわたって分散することができ
る。各端末１２０は固定のものまたはモバイルとすることができる。限定されない例とし
て、端末１２０は、アクセス端末（ＡＴ）、移動局、ユーザ機器、加入者局および／また
は別の適合するネットワークエンティティーになりえる。端末１２０は、無線装置、携帯
電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、ハンドヘルド装置または別の適合する装置
になりえる。さらに、端末１２０は、任意の数の基地局１１０と通信することができ、ま
たは任意のある時期では基地局１１０と通信できない。
【００２７】
　別の例では、システム１００は、１つまたは複数の基地局１１０につなぐことができ、
基地局１１０に調整と制御を供給することができるシステム・コントローラ１３０を用い
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ることにより、集中型のアーキテクチャを利用することができる。代替態様に従って、シ
ステム・コントローラ１３０は単一のネットワークエンティティーまたはネットワークエ
ンティティーの集合になりえる。さらに、システム１００は、基地局１１０が必要に応じ
て互いと通信することを可能にするために分散型アーキテクチャを利用することができる
。ある例では、システム・コントローラ１３０は、さらに複数のネットワークへの１つま
たは複数の接続を収容することができる。これらのネットワークは、インターネット、他
のパケットベースのネットワーク、および／またはシステム１００における１つまたは複
数の基地局１１０と通信する端末１２０への情報および／または該端末１２０からの情報
を提供できる回線交換音声ネットワークを含んでも良い。別の例では、システム・コント
ローラ１３０は、端末１２０への送信および／または同端末１２０からの送信をスケジュ
ーリングすることのできるスケジューラを含んでもよく、または同スケジューラに接続さ
れてもよい。あるいは、スケジューラは、各々独立したセル１０２ａ－ｃ、各セクタ１０
４ａ－ｃ、またはそれらの組み合わせの中に存在してもよい。
【００２８】
　ある例では、システム１００は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、シング
ルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）および／または他の適合する多元接続スキームの
ような１つまたは複数の多元接続スキームを利用することができる。ＴＤＭＡは、異なる
時間インターバルで送信することにより、異なる端末１２０への送信を互いに直交させる
時分割多重（ＴＤＭ）を利用する。ＦＤＭＡは、異なる周波数キャリアで送信することに
より、異なる端末１２０への送信を互いに直交させる周波数分割多重（ＦＤＭ）を利用す
る。ある例では、ＴＤＭＡおよびＦＤＭＡシステムは、さらに、複数の端末への送信が同
じ時間インターバルまたは周波数サブキャリアで発生する場合であっても、異なる直交符
号（例えばウォルシュ符号）を用いてこれらを直交させることのできる符号分割多重（Ｃ
ＤＭ）を用いることもできる。ＯＦＤＭＡは直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用し、
ＳＣ－ＦＤＭＡはシングルキャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤ
ＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、各々がデータとともに変調され得る複数の直交サブキャリア（
例えばトーン、ビン、…）にシステム帯域幅を分割することができる。典型的には、変調
シンボルは、ＯＦＤＭで周波数領域に送られ、ＳＣ－ＦＤＭで時間領域に送られる。さら
に、および／またはその代わりに、システム帯域幅は、各々が１つまたは複数のサブキャ
リアを含み得る１つまたは複数の周波数キャリアに分割することもできる。システム１０
０は、さらにＯＦＤＭＡおよびＣＤＭＡのような多元接続スキームの組合せを利用しても
よい。ここでのパワー制御技術は、大まかにＯＦＤＭＡシステムに関して説明するが、当
該技術は、任意の無線通信システムに同様に適用することができることを理解されたい。
【００２９】
　別の例では、システム１００における、基地局１１０および端末１２０は、１つまたは
複数のデータ・チャネル、および１つまたは複数の制御チャネルを用いるシグナリングに
よってデータを通信することができる。システム１００によって利用されるデータ・チャ
ネルは、各データチャネルが任意のある時刻にただ１つの端末によって用いられるように
、アクティブな端末１２０に割当てられる。あるいは、データ・チャネルは、重畳され得
るか一つのデータ・チャネル上で直交してスケジューリングされ得る複数の端末１２０に
割当てることができる。システムリソースを節約するために、システム１００によって利
用される制御チャネルについても、例えば符号分割多重化を用いて複数の端末１２０間で
共有することができる。ある例では、周波数および時間のみに直交多重化されたデータ・
チャネル（例えばＣＤＭを用いて多重化されないデータ・チャネル）は、チャネル条件お
よび受信機不完全性に起因する、直交性におけるロスを対応する制御チャネルよりも受け
にくくなる。
【００３０】
　ある態様に従って、システム１００は、例えばシステム・コントローラ１３０および／
または各基地局１１０に実装された１つまたは複数のスケジューラによって集中化された
スケジューリングを用いることができる。集中化されたスケジューリングを利用するシス
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テムでは、スケジューラは、適合するスケジューリング決定を下すために、端末１２０か
らのフィードバックに依存することができる。ある例では、このフィードバックは、スケ
ジューラがそのようなフィードバックが受信される端末１２０に関してサポート可能なリ
バースリンクピークレートを推定し、かつシステムの帯域幅を従って割り付けることを可
能にするために、フィードバックのためのＯＳＩ情報に加えられたデルタオフセットを含
んでもよい。
【００３１】
　システム１００における別の態様に従って、リバースリンク干渉およびリソース制御に
よれば、保証された最小システム安定性および当該システムのサービス品質（ＱｏＳ）パ
ラメータを得ることができる。一例として、リバースリンク（ＲＬ）確認メッセージのエ
ラー確率を復号することにより、すべてのフォワードリンク送信に関して誤りのフロアを
得ることができる。ＲＬの上の厳しい干渉制御を用いることによって、システム１００は
、制御およびＱｏＳトラフィックおよび／または厳格な誤り要件を備えた他のトラフィッ
クのパワー効率的な送信を容易に行うことができる。
【００３２】
　図２は、干渉および通信リソース管理を容易にするシステム例２００のブロック図を示
す。アクセス端末（ＡＴ）２２０はサービングアクセスポイント（ＡＰ）２５０と通信し
、フォワードリンク（ＦＬ）２６５上でＡＴ２２０にデータおよび制御コードのシンボル
を送信し、リバースリンク（ＲＬ）２３５によってデータおよび制御を受信することがで
きる。サービングＡＰ２５０は、端末２２０へリソース割当てを送ることができる。その
ようなリソース割当ては、ＡＴ２２０がＡＰ２５０との通信を処理するため用いることが
できるように、電力レベル、および／またはパワースペクトル密度、パケットフォーマッ
ト、変調などのような通信リソースについての情報を伝える。リソース割当ては、ＲＬ２
３５上のＡＴ２２０から受信されたフィードバック情報に基づいた割当てを決定できるス
ケジューラ２５４によって管理することができる。スケジューラ２５４は、例えば、プロ
セッサ２５８およびメモリ２６２に接続できることに留意する。プロセッサ２５８は、ス
ケジューラ２５４の一部またはすべての機能を容易に行うことができ、メモリ２６２は、
例えば、スケジューリング割当てのレコードを保存することができる。ある態様において
、スケジューラ２５４は、リソースレベルを調整し、Δ２３９に従ってリソースを再度割
当てるために、通信リソースに関連してＲＬ２３５上のオフセット（Δ２３９）値を受信
することができる。そのような再度の割当ては他のセクタ上のＡＴ２２０、ＡＰ２８０の
ような非サービングＡＰによって引き起こされた干渉を緩和するために用いることができ
る。ＡＰ２５０がΔ値を受信することに応じてＡＴ２２０に対してより低い運用上の電力
を再度割当てる場合、干渉を緩和することができる。ここでは、「Δ」「オフセット」お
よび「デルタ」は互いに交換して使用することができ、それらの意味は、実質的に同じで
あることが意図されることに留意する。Δの決定／調整については以下で検討する。
【００３３】
　アクセス端末２２０はフォワードリンク２９５上の非サービスアクセスポイント２８０
から情報を得ることができる。単一の非サービングＡＰがシステム例２００に示されてい
るが、ＡＴ２２０は複数の非サービングＡＰから情報を得ることができることに留意する
。そのようなアクセスポイントは、サービングＡＰ２５０が取得される時点で取得するこ
とができ、ＡＴ２２０に関してアクティブセットを形成することができる（該アクティブ
セットは、例えば、メモリ２３２に格納することができる。）。さらに、ＡＴ２２０は、
そのようなアクティブセットを獲得した後に、熱雑音（ＩｏＴ）上の干渉およびパイロッ
トの受信電力に関連する、所定のしきい値に従ってリファインすることができる。非サー
ビングＡＰ２８０（あるいはリファインされたアクティブセットにおける別の非サービン
グＡＰ）によって送信され／ブロードキャストされた情報は監視することができる。特に
、ＡＴ２２０は、他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を監視することができる。アクティブな
セットの外側のＡＰをも監視することができることに留意する（以下を参照）。あるセク
タからの監視ＯＳＩ指標かどうかに関するモバイルでの決定は、あらかじめ定められたし
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きい値と共に、該セクタのＦＬジオメトリー（例えば、獲得パイロットのフィルターされ
た信号対干渉および雑音比（ＳＩＮＲ））に基づくことができる。
【００３４】
　超過ＯＳＩ２９９の指標は、フォワードリンク２９５の物理チャネル上に送信し、また
はブロードキャストすることができる。ある態様において、第三世代ウルトラモバイルブ
ロードバンド（３Ｇ　ＵＭＢ）システムでは、フォワードＯＳＩチャネル（Ｆ－ＯＳＩＣ
Ｈ）はＯＳＩ指標を運ぶ。システム仕様に関わらず、そのようなチャネルの要件は、送信
するセクタ（例えばセクタ１０４ａ－ｃ）によりサーブされていないアクセス端末で該チ
ャネルを復号する必要があることから、大きなカバレッジエリアになりえることを理解さ
れたい。特に、ＯＳＩ指標を運ぶチャネルは、獲得パイロットチャネル（例えば３Ｇ　Ｕ
ＭＢにおけるフォワードチャネル品質指標パイロットチャネル（Ｆ－ＣＱＩＰＩＣＨ）、
フォワード共通パイロットチャネル（Ｆ－ＣＰＩＣＨ））と同じカバレッジを持ち、隣接
するセクタ（例えば第２および第３の最近傍）に大いに入り込む。さらに、ＯＳＩ２９９
指標を伴う物理チャネルは、パイロット擬似雑音符号系列以外にその送信するセクタに関
する追加情報を必要とすることなく復号できることが必要である。そのような要件は、（
ｉ）要求される電力および時間周波数リソースの点から、（３Ｇ　ＵＭＢにおけるＦ－Ｏ
ＳＩＣＨのような）ＯＳＩ指標を運ぶ物理制御チャネルを著しくコスト高にし、ならびに
、（ｉｉ）ＯＳＩ指標をチャネル上に送信（典型的にはスーパーフレーム毎にー回）でき
るレートを制限する（以下を参照）。Ｆ－ＯＳＩＣＨのようなチャネルの大きなカバレッ
ジによれば、３Ｇ　ＵＭＢにおいて、アクセス端末により監視（例えば復号）されている
獲得アクティブセットの外側のセクタによりＯＳＩ指標を送信できるようになる。
【００３５】
　非サービングアクセスポイント２８０はＯＳＩ生成コンポーネント２８４を含むことが
でき、プロセッサ２８８およびメモリ２９２につなぐことができる。コンポーネント２８
４は、送信時刻間隔（例えばフレーム、つまりサブフレーム）に関して、長期間または短
期間のＯＳＩ２９９指標を生成することができる。次に、かかる指標について説明する。
【００３６】
（ｉ）低速ＯＳＩ　
長期間とは、１つまたは複数のスーパーフレームつまり無線通信フレームに相当する。あ
る態様では、３Ｇ　ＵＭＢでは、スーパーフレームは、２５個のフレームを包み込み、時
間ガードおよび周期的な接頭部に依存しておよそ２４－２８ミリセカンドにわたる。別の
態様において、第三世代ロングタームエボリューション（３Ｇ　ＬＴＥ）システムにおけ
る無線通信フレームは、１０ミリセカンドにわたる。そのような時間インターバルまたは
より長い時間でコンポーネント２８４により生成されたＯＳＩ２９９指標のことを、ここ
では「低速」ＯＳＩまたは通常ＯＳＩと称する。低速ＯＳＩは、調べられた時刻インター
バル（例えばスーパーフレーム）に関する平均指標に相当し、チャネル干渉の変動が遅い
時に非サービングＡＰ（例えば２５０）によって観測された干渉を有効に反映することに
留意する。さらに、低速ＯＳＩは、送信（例えば帯域幅（ＢＷ）割当て）のフィックスパ
タンを示すセクタに有効となり得、バッファステータスは、いくつかのスーパーフレーム
を伴う送信の間にあまり変わらない。当該システムで統計的に多重化が十分なされている
場合、低速ＯＳＩは正確にセクタにおける干渉レベルを表わすことができ、例えばＢＷを
増加させる端末は、ＢＷが減少する無線装置を補償し、ネットワークは完全に充填(load)
される。
【００３７】
（ｉｉ）高速ＯＳＩ　
通信システムが完全負荷状態でなく、バースト性ユーザが存在するようないくつかのシナ
リオにおいて、短期間のＯＳＩ２９９指標が必要となり得る。ある態様では、２つのセク
タの境界の近くに位置する単一のアクセス端末が、著しく長い期間のサイレンス(silence
)の後に急に新規の送信を開始し、隣接するセクタにおいて目下発生するリバースリンク
送信に対するかなりの量の干渉を引き起こすといったシナリオがあり得る。低速ＯＳＩ２
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９９指標を伴う物理的フォワードリンクチャネル（例えば３Ｇ　ＵＭＢにおけるＦ－ＯＳ
ＩＣＨ）を用いるのでは、隣接するセクタにとって、干渉を許容レベルまで減らすために
、かかる端末に対し送信電力を低下させるのに数スーパーフレーム時間インターバルを必
要とするかも知れないことを理解されたい。そのような長いインターバル中に、そのセク
タにおいては、リバースリンク送信が厳しい干渉にさらされ、多数のパケット誤りが起こ
るかも知れない。ここでは、フレームまたはサブフレームごとの干渉の測定から生ずるＯ
ＳＩ２９９指標のことを「高速」ＯＳＩと称する。
【００３８】
　ＯＳＩ生成コンポーネント２８４は、１つのサブキャリアごとに、または１つのサブバ
ンドごとに（例えばサブキャリアのセット（図４））、低速および高速ＯＳＩ指標の両者
を生成することができることを理解されたい。そのようなシナリオでは、高速ＯＳＩは（
時間周波数リソースで）十分に粒状になり、観測された干渉を端末ＡまたはＢのどちらが
引き起こしているのかを識別することができる。
【００３９】
　バースト性端末（例えばアクセス端末２２０）の影響については、フォワードリンクお
よびリバースリンクの長期的なチャネル品質はしばしば高度に相関するという事実を利用
して対処／緩和することができる。リバースリンク上の非サービングセクタで強い干渉を
引き起こす端末は、フォワードリンク（例えばフォワードリンク２９５）上の非サービン
グセクタからの強い信号（例えばパイロット信号）を恐らく観測することができ、アクテ
ィブセットにそのセクタを持つ。したがって、非サービングセクタ（例えばアクセスポイ
ント２８０）の各アクセスポイントは低速ＯＳＩ指標の送信に加え、フォワードリンク制
御チャネルによりアクセス端末に対し低速ＯＳＩ指標チャネルよりも低いオーバーヘッド
の高速ＯＳＩ指標を送信することができる。かかる送信を遂行するには、アクセス端末は
そのアクティブセットに送信アクセスポイントを持つ必要がある。ある態様では、そのよ
うなチャネルは、３Ｇ　ＵＭＢシステムで送信できるフォワードリンク高速ＯＳＩチャネ
ル（Ｆ－ＦＯＳＩＣＨ）によって具体化することができる。高速ＯＳＩ指標は、実質的に
制限されたアクセス端末グループ（例えばそれらのアクティブセットにおいて送信してい
るＡＰを持つもの）に関して意図されることから、かかる情報を伝えるためのカバレッジ
要件は、低速ＯＳＩ指標を伴うチャネルの要件ほどは多くする必要がないことを理解され
たい。別の態様において、以前に述べられたＦ－ＦＯＳＩＣＨは、すべてのＦＬ物理層フ
レーム（その名前のルーツを明らかにする）中に存在し得ることから、非サービングアク
セスポイント（例えば２８０）は、該アクセスポイントによってサービスされたセクタに
おいて端末がパケット誤りを引き起こす前に、隣接するセクタにおけるバースト性アクセ
ス端末（例えば２２０）からの干渉に、迅速に対処する／緩和することができる。
【００４０】
　次に、ＯＳＩ生成コンポーネント２８４の機能性をより詳しく説明する。該機能性の特
徴を説明するために、Ｋ個の実例となるＲＬ物理フレーム３１０１―３１０Ｋからなるサ
ンプルスーパーフレームについての干渉メトリックの例図３００である図３、および周波
数領域における干渉メトリックの例図４００である図４を参照する。かかるフレームは、
ＡＰ２５０およびＡＰ２８０ならびにＡＴ２２０が動作する無線システムの仕様書によっ
て規定された一定の時間にわたることに留意する。ある態様では、シンボルニューメロロ
ジーはタイムスパンを決定する。一例として、３Ｇ　ＵＭＢでは、諸フレームは、１つの
フレームに種々の数の周期的な接頭部を含んでほぼ１ミリセカンドにわたり、スーパーフ
レームはＫ＝２５フレーム（またプリアンブル）を含んでいる。ＯＳＩ指標を生成するた
めに、非サービングアクセスポイント（例えば非サービングＡＰ　２８０）は、それが異
なる時間周波数リソース（例えばフレーム３１０１－３１０Ｋ）上で観察する干渉の量に
基づいたメトリックを用いることができ、そのような測定された干渉の関数を利用するこ
とができる。さらに、しきい値（あるいは許容範囲）干渉メトリック値ＩＴＨ３２０は超
過干渉の指標を出すための参照として使用される。いくつかの要因はＩＴＨを決定するこ
とができ、これらの要因は典型的にはサービス・プロバイダーの目標ピークデータレート
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、目標スペクトル効率、目標レイテンシー、複雑性、および基地局／アクセスポイントの
コストなどによって決定することができることを理解されたい。同様に、干渉は、例えば
システムにおける熱雑音および他のソースのシステマティックな雑音により決定できる参
照値Ｉ（ＲＥＦ）３５０に関してｄＢで測ることができる。
【００４１】
　ある態様では、干渉レベルを決定する以下4種の手順／方法が考えられる。（１）典型
的なメトリックを低速ＯＳＩおよび高速ＯＳＩの両者の平均干渉としてもよい。すべての
周波数リソース（例えばサブキャリア４１０１－４１０Ｍ（図４））および（最近の）幾
つかのリバースリンクフレーム（例えば３１０Ｊ―３１０Ｋ、Ｊ＜Ｋ）の平均により＜Ｉ
＞（ＳＬＯＷ）３３０が導かれる。あるいは、最近のスーパーフレーム内のすべての周波
数、フレームごとの平均を、ある定数（例えば２５ミリセカンド、つまり３Ｇ　ＵＭＢに
おけるスーパーフレームのタイムスパン）の無限のインパルス応答（ＩＩＲ）フィルタに
渡すことにより、平均値を抽出することができる。図３には、各フレーム３１０１－３１
０Ｋについて、干渉周波数平均３４０１－３４０Ｋが示される。平均干渉＜Ｉ＞（ＳＬＯ

Ｗ）３３０がしきい値ＩＴＨ３２０以上である場合、超過ＯＳＩの指標はＯＳＩ生成コン
ポーネント２８４によって出される。上述したように、平均を計算することにより、無線
通信セクタにおいてゆっくり変わる変動を捕らえることができる。ある態様では、３Ｇ　
ＵＭＢシステムにおいて、非サービングアクセスポイント（例えば２８０）は、すべての
周波数リソースについて測定された平均干渉の長期的な平均（フィルターされたバージョ
ン）に基づいたＯＳＩ指標を生成することにより、通常のＯＳＩチャネル（Ｆ－ＯＳＩＣ
Ｈ）を用いて平均干渉を制御することができる。高速ＯＳＩに関して、（例えばすべての
またはサブセットのサブキャリア４１０１－４１０Ｍ）サブキャリアあるいはサブバンド
のような周波数リソースの全体を平均することは、高速平均干渉値３４０１―３４０Ｋを
もたらすことができる。図４に示すように、高速ＯＳＩは、周波数領域において各サブキ
ャリアごとに決定することができ、値４２０１－４２０Ｍは、特定のフレーム（図４はフ
レーム３１０Ｊを示す）内で観測された干渉メトリック値に対応する。各フレーム（例え
ばフレーム３１０Ｊ）については、高速ＯＳＩに対し周波数リソース全体の平均（例えば
＜Ｉ＞（ＦＡＳＴ）３４０Ｊ）に加え、干渉値４２０１―４２０Ｍを割当てることができ
ることに留意する。
【００４２】
　プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は該平均を計算することができ、ならびに手順
（１）に関連する他の計算をすることができる。結果はメモリ（例えばメモリ２９２）に
保存してもよい。さらに、プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は時間周波数領域にお
いて干渉レベルの測定を容易に行うことができる。データはメモリ（例えばメモリ２９２
）に保存してもよい。
【００４３】
　（２）干渉計測分布（例えば値３４０１－３４０Ｋは、フレーム３１０１－３１０Ｋの
上の分布を表わす）の累積分布関数（ＣＤＦ）の高百分位数（例えばテイル（末尾；tail
））の監視から成る方法は、低速ＯＳＩおよび高速ＯＳＩの両者についてＯＳＩ生成コン
ポーネント２８４によって使用することができる。そのような方法により抽出された干渉
レベルのことを、下記に述べる通り、ここではテイル干渉と称する。典型的に受信機から
のリピート要求（例えばハイブリッド自動リピート要求（ＨＡＲＱ））を逃れることから
送信中にセクタにおいて干渉レベルが急騰するとパケット破損および情報ロスの影響をよ
り被りやすいテイル値を監視することは、最低限の性能を保証し、および／または制御チ
ャネル上の通信を維持するのに良く適している。低速ＯＳＩに関して、ＯＳＩ生成コンポ
ーネント２８４は、スーパーフレーム（例えば３４０Ｊ―３４０Ｋ）内の最近のフレーム
に関してフレームごとの平均の分布および対応するＣＤＦを生成し、特定の百分位数（例
えば９０％）に相当するテイル干渉値ＩＴＡＩＬ（ｓ）を抽出することができ、ＩＴＡＩ

Ｌ（ｓ）がＩＴＨ３２０以上である場合にＯＳＩ指標を発行する。高速ＯＳＩについては
、値ＩＴＡＩＬ（Ｆ）がしきい値（例えばＩ（ＴＨ）３２０）以上である場合、ＯＳＩ生
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成コンポーネント２８４はＯＳＩ指標を発行することができる。ここで、ＩＴＡＩＬ（Ｆ

）は、１セットの周波数リソース（例えば値４２０１－４２０Ｍ）に関して干渉レベルの
分布のＣＤＦの高い百分位数に関連した特定の干渉値に対応する。プロセッサ（例えばプ
ロセッサ２８８）は該平均を計算することができ、ならびに当該手順に関連する他の計算
を行うことができる。結果はメモリ（例えばメモリ２９２）に格納することができる。さ
らに、プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は時間周波数領域において干渉レベルの測
定を容易に行うことができ、測定データはメモリ（例えばメモリ２９２）に保存すること
ができる。
【００４４】
　（３）　または更に、ＯＳＩ生成コンポーネント２８４が（１）と（２）に基づいたハ
イブリッドアプローチを用いることができ、低速ＯＳＩまたは高速ＯＳＩのいずれかにつ
いて、しきい値＜Ｉ＞ＴＨ付の平均干渉メトリック、およびしきい値Ｉ（ＴＡＩＬ）

ＴＨ

付のテイル干渉メトリックが同時に実装される。平均干渉レベルおよびテイル干渉レベル
がそれぞれ＜Ｉ＞ＴＨおよびＩ（ＴＡＩＬ）

ＴＨを越える場合、低速または高速ＯＳＩの
どちらかに対応する超過ＯＳＩ指標がＯＳＩ生成コンポーネント２８４によって発行され
る。これらのしきい値は、ＯＳＩコンポーネント生成２８４が生成しているＯＳＩ指標に
依存して、低速ＯＳＩまたは高速ＯＳＩについて設定されることが理解されるべきである
。プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は該平均を計算することができ、ならびに該手
順に関連する他の計算をすることができる。データおよび結果はメモリ（例えばメモリ２
９２）に保存してもよい。さらに、プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は時間周波数
領域において干渉レベルの測定を容易に行なうことができ、データはメモリ（例えばメモ
リ２９２）に保存することができる。
【００４５】
　（４）ＯＳＩ生成コンポーネント２８４は実効干渉メトリックを決定し、超過ＯＳＩの
指標を生成するためにそれをＩＴＨと対比することができる。システムダイバーシティを
利用して実効メトリックを用いてもよく、例えば、メトリックが特定のリソース（例えば
サブキャリアのセット）に対する大きな値を採用し、異なるリソース（例えばキャリアの
別のセット）の同じメトリックの別の例は、小さな値を採用する場合、実効干渉メトリッ
クの計算はそのようなダイバーシティを組込む。平均メトリックのような実効メトリック
はそのようなダイバーシティ変動を平滑化することができるが、ダイバーシティプロフィ
ール内の極端な値を向上させることができる他の実効メトリックがあることに留意する。
別の実効メトリックは、システムキャパシティについての概念に基づいたものである。そ
のような場合では、１セットの時間周波数リソースに関して計算された干渉メトリックの
種々の値は、キャパシティ値に変換することができる。計算されたキャパシティ値を平均
し、該平均から実効干渉メトリックを抽出してもよい。該実効メトリックを計算する場合
に、キャパシティ関数以外の干渉レベルの関数を用いてもよい。そのような別の関数の一
例は信号対干渉比である。
【００４６】
　（１）と（２）に類似して、実効干渉メトリックの決定は、１セットの時間周波数リソ
ース（例えば、フレーム３１０１－３１０Ｋ、サブキャリア４１０１－４１０Ｍ）上の干
渉レベルの測定値に依存する。該測定値は、各時間周波数リソース（例えばシングルフレ
ーム（シングルキャリア））上の測定、またはタイル（例えばフレーム時間スパン内の１
６のサブキャリア）のような時間周波数リソースのサブセットの平均条件を調べる測定に
対応することが理解されるべきである。実効メトリックの生成には、干渉レベル（Ｉ）の
関数（ｆ）を用いる。上述したように、かかる関数はキャパシティまたは信号対干渉比と
してもよい。関数ｆは複数個の測定された干渉レベルにおいて各干渉レベルについて評価
され、その結果から平均（Ａ）が生成される。平均を実効メトリック（上記参照）と見な
す場合、関数ｆは恒等であること、例えばｆ（Ｉ）＝Ｉに留意する。実効メトリック干渉
は、引数値としてのＡとともにｆ（Ｉ）の逆関数（例えばｆ－１（Ａ））を評価すること
によって抽出される。測定値がすべて同一の場合、例えばＩＮＦが、異なる時間周波数リ
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ソースを調べても干渉レベルに変動がないシナリオに相当する場合、実効干渉メトリック
は前記ＩＮＦに一致することが理解されるべきである。
【００４７】
　プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は該平均を計算することができ、ならびに該手
順に関連する、キャパシティの計算および実効値の導出のような他の計算をすることがで
きる。データおよび結果はメモリ（例えばメモリ２９２）に保存してもよい。さらに、プ
ロセッサ（例えばプロセッサ２８８）は時間周波数領域において干渉レベルの測定を容易
に行なうことができる。データはメモリ（例えばメモリ２９２）に保存してもよい。
【００４８】
　本件実効メトリックのアプローチを、干渉メトリックとして信号対雑音（ＳＮＲ）比率
を採用する場合について示す。例えば、複数のリソース（例えばサブキャリア、変調およ
び符号化スキーム、アクセスポイントおよびアクセスノード…の送信および受信アンテナ
）が通信に利用可能な場合、ＯＳＩ生成コンポーネント２８４は、ＳＮＲの複数の値を計
算することができる。したがって、実効ＳＮＲを定義し、かつ実効干渉メトリックを生成
するのに複数のオプション（ａ）平均ＳＮＲ、（ｂ）平均干渉／雑音＜Ｉ＞と信号平均（
〈Ｓ〉）の比、（ｃ）キャパシティ（例えば単入力単出力（ＳＩＳＯ）システムのための
シャノンのキャパシティ、多入力多出力システム（ＭＩＭＯ）におけるＴｅｌａｔａｒＦ
ｏｓｃｈｉｎｉキャパシティ）についてのある概念により計算した実効ＳＮＲが利用可能
である。（ｃ）のプログラムの実装は、各ＳＮＲの計算値を取得し、各値をキャパシティ
単位に変換し、計算されたキャパシティの平均を求め、逆キャパシティ関数によって実効
ＳＮＲを生成することからなる。ＯＳＩ生成コンポーネント２８４は後のアクトを実行す
ることができる。オプション（ｃ）は、平均において通信リソースに敏感なＳＮＲの値、
前記リソースとは独立し、鈍感なＳＮＲ値を捕らえることにより、ダイバーシティの利点
がある。代わりに、アクセスポイント（例えばＡＰ２８０）が対応する信号値（Ｓ）値へ
のアクセスのない干渉（Ｉ）値を測定することができる場合、（例えば、リバースリンク
上に受信されたか、メモリ２９２のようなストレージから読まれた）名目のＳＮＯＭ値を
設定することができる。また、異なるリソース上の干渉の測定によって、ＳＮＲ値は定義
することができ、実効ＳＮＲ値を計算することができる。反対に、Ｉ値へのアクセスなし
でＳ値にアクセスすることができる場合、名目のＩＮＯＭ値は決定することができる（例
えば、リバースリンク上で受信され、またはメモリ２９２のようなストレージから読み出
される）。そして実効ＳＮＲ値は、Ｓを測定し、名目のＩ値を用いるＳＮＲ値を定義し、
キャパシティに変形することにより生成される。ＯＳＩ生成コンポーネント２８４は、実
効ＳＮＲ生成と関係する後のアクトを実行することができる。
【００４９】
　実質的に、実効しきい値を計算するためにいかなるメトリックも用いることができるこ
とが認識されるべきである。干渉メトリックは、信号対干渉比、信号対干渉および雑音比
のような他の性能メトリックに対応付けることができる。かかる性能メトリックは、さら
に超過ＯＳＩの発行が保証されるかどうか決定するためにＯＳＩ生成コンポーネント２８
４によって利用することができる干渉の値を導く。各々のアプローチ／手順（１）－（４
）は特定概念に、より適しているかもしれないことが理解されるべきである。平均干渉メ
トリックの決定に依存するアプローチ（１）は、アクセス端末（例えばアクセス端末２２
０）が、割当て詳細（例えば帯域幅（変調スキーム））の予備的知識または見込みのない
総括的なリソース割当てを受信するシステムに適しているかもしれない。かかる場合では
、上述したように、平均値は、割当てにおける可能な変動に対処し、したがって、適切な
選択になりえる。測定された干渉レベルの分布のテイルを監視するアプローチ（２）およ
び（３）は、制御チャネル通信の完全性を維持するのに適切になりえる。有効な干渉アプ
ローチ（４）は、例えば、幾つかのサブキャリアがアクセス端末（例えばアクセス端末２
２０）に割り付けられる大規模なリソース割当てに、より適しているかもしれない。かか
るシナリオでは、移動局は、恐らく異なるリソースでチャネル条件のいくつかの達成を観
測することができる、および、したがって、干渉レベルの有効な決定からの利益が得られ
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る。
【００５０】
　図２に関連して上述したように、アクセス端末２２０は、フォワードリンク２９５上で
超過他セクタ干渉の指標を受信することができる。さらに、アクセス端末（例えば２２０
）は、該端末によって獲得されたアクティブセット内の１セットの複数の非サービングア
クセスポイント、またはそのような獲得アクティブセットの外側のＡＰから、（長距離ま
たは大きなカバレッジ、つまり３Ｇ　ＵＭＢ内のＦ－ＯＳＩＣＨのようなＦＬチャネル（
上記参照）によって）ＯＳＩ指標を受信することができる。更に、図３および４に関連し
て検討したように、そのような指標は低速ＯＳＩまたは高速ＯＳＩのいずれかに対応する
ことができる。次に、かかる異種の指標の相互作用、および干渉およびリソース管理との
それらの関係について、説明の目的に適した図５を用いて検討する。図５Ａおよび５Ｂは
、それぞれ、オフセット値（Δｓ）およびＯＳＩ指標５０３に対するそれらの応答を表わ
すダイアグラム５００および５５０である。
【００５１】
　サービングアクセスポイント（例えばＡＰ２５０）によってフォワードリンク（例えば
ＦＬ２６５）上でアクセス端末（例えばＡＴ２２０）にトラフィックチャネル送信のため
の初期のリソース割当てが伝えられると、割当てられたリソースの基準レベル（例えば図
５Ａおよび５Ｂ内のＲＲＥＦ５０６）は、端末で保存することができる。メモリ（例えば
メモリ２３２）は記憶装置にそのような参照値を保存することができる。そのような基準
レベルは、低速ＯＳＩおよび高速ＯＳＩに応答するオフセットΔに換算して調整してもよ
く、これにより端末のリソース割当てを管理することができる。該端末（例えばＡＴ２２
０）は、ＯＳＩ指標５０３が端末自身の送信によって生成された干渉によって引き起こさ
れた場合、それに応答することを決定することができ、また、端末は、アクセスポイント
（例えばＡＰ２８０）によってブロードキャストされるあらゆるＯＳＩ指標５０３（たと
え、かかる指標が端末によって用いられない時間周波数リソースに対応する場合であって
も）に応答することを決定することができることが理解される。更に、かかる決定はＯＳ
Ｉ指標に対応する時間周波数リソースを同定することを含むことができる。オフセット調
整はアクセスポイントで高いＣＱＩのような有利なチャネル条件または利用可能なアンテ
ナを利用するために用いることができる。したがって、端末はさらにＯＳＩ指標５０３に
応じてオフセット値を調整するべきかどうか決定するためにＣＱＩおよび他の利用可能リ
ソースを用いることができる。Δ５１５はｄＢで測定することができる。ある態様におい
て、Δ生成コンポーネント２２４は、オフセット値の大きさを決定する。管理された通信
リソースが電力（すなわちパワースペクトル密度）である場合、アクセス端末によって非
サービングセクタに与えられた干渉のレベルは緩和することができることに留意する。特
に、アクセス端末（例えば端末２２０）は、基準レベル（例えばＲＲＥＦ５０６）へ適合
するオフセット値Δ５１５を加えることにより、トラフィックチャネル（例えば３Ｇ　Ｕ
ＭＢ、逆のデータ・チャネル（Ｒ－ＤＣＨ）内の）と関係するその送信電力またはパワー
スペクトル密度を計算することができる。
【００５２】
　ある態様では、アクセス端末（例えばＡＴ２２０）はただ１つのΔ値を保存してもよい
。それは、低速（すなわち規則的）ＯＳＩ指標５１２および高速ＯＳＩ指標５０９の両方
に基づいて調整される。図５Ａは、そのようなシナリオを示し、オフセットΔ５１５はΔ
’５２１を相殺するために値ｄΔ５１８によって増加される。または更に、アクセス端末
（例えばＡＴ２２０）は、１つの低速ＯＳＩΔ値（図５Ｂ内のΔＳ５５３で示される）を
含む２つ以上のΔ値を保存することができ、通常ＯＳＩ指標（例えば＜Ｉ＞（ＳＬＯＷ）

５１２）に基づいて調整することができ、また１つまたは複数の高速ＯＳＩオフセット値
（図５Ｂ内のΔＦ（１）－ΔＦ（Ｐ）で示される）を保持することができ、高速ＯＳＩ指
標（例えば＜Ｉ＞（ＦＡＳＴ）５０９）に基づいて調整することができる。図５Ｂでは、
遅く速い調整されたオフセット値はそれぞれΔ’Ｓ５５９およびΔ’Ｆ（１）－Δ’Ｆ（

Ｐ）、５６２１－５６２Ｐで示される。その場合、複数のオフセット値はリソース割当て
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を調整するために用いられ、リソースの調整された値は＜Ｉ＞（ＳＬＯＷ）と＜Ｉ＞（Ｆ

ＡＳＴ）に両方に基づいて決定されることに留意する。それらは、以上検討されたアプロ
ーチ（１）－（４）の少なくとも１つに従って決定される。端末が複数の高速ＯＳＩΔ値
（例えば値５５６１－５５６Ｐおよび５６２１―５６２Ｐ）を維持する場合、各ΔＦ（Ｊ

）は、異なるリバースリンクインターレース、フレーム、割当てなどに相当することが認
識されるべきである。更に、高速ＯＳＩオフセット値のそのようなダイバーシティは、そ
れらの時間インターバルにおいてその現在値でリソースレベル（例えば、インターレース
）を容易に保存することができ、干渉メトリック上の有意な変更は検出されない。かかる
ダイバーシティは、１つのサブキャリア当たりのオフセット値の保存によりさらに拡張す
ることができる（図４を参照）ことに留意する。
【００５３】
　 オフセット調整に適するアルゴリズムの説明に入る前に、通常のデルタに基づいたリ
ソース管理（例えばパワー制御動作および干渉緩和）に高速ＯＳＩΔ調整（例えば値ΔＦ

（１）－ΔＦ（Ｐ））が干渉するのを防ぐために、アクセス端末（例えばＡＴ２２０）は
、高速オフセット値の範囲を低速ＯＳＩΔ値（例えばΔＳ）以上に制限することに留意す
る。物理チャネル上の送信によって引き起こされた符号歪みが直交性の損失をもたらすと
き、イントラセクタ干渉、リソース管理（例えばパワー制御アルゴリズム）は、受信信号
のダイナミック・レンジについての要件を組込み、オフセットが採用することができる最
小（ΔＭＩＮ、すなわち図５Ａおよび５Ｂにおける５２４）および最大の（ΔＭＡＸ、す
なわち図５Ａおよび５Ｂにおける５２７）値を制限することができる。かかる最小および
最大のオフセット値は、アクセス端末のサービングセクタ（例えば２５０）からブロード
キャストされた干渉レベルについての情報に基づいて調整することができる。
【００５４】
　オフセット調整、例えば（オフセット値を増加させるか、減少させるか、維持する）調
整を実行するべきかどうか決定すること、および／または調整（例えばｄΔ５１８）の大
きさに関して、アクセス端末（例えばＡＴ２２０）は２つのアプローチを用いることがで
きる。それは（ｉ）確率的アプローチおよび（ｉｉ）決定論的なアプローチである。いず
れかのアプローチを、アクセス端末において保存される各オフセット値（例えばΔＳ５５
３（５５６Ｐ）およびΔＦ（１）－ΔＦ（Ｐ）５５６１）に用いることができる。ケース
（ｉ）において、（限定としてではなく）簡単のために、単一オフセットが保存される（
図５Ａ）とし、低速および高速ＯＳＩ指標（例えば＜Ｉ＞（ＳＬＯＷ）５１２と＜Ｉ＞（

ＦＡＳＴ）５０９）を受信すると、アクセス端末は、Δ生成コンポーネント２２４によっ
てオフセット値調整（例えば確率分布Ｐ＝Ｐ（Δ、＜Ｉ＞（ＳＬＯＷ）、＜Ｉ＞（ＦＡＳ

Ｔ）、ｒＣＱＩ）に基づいたｄΔ５１８）の大きさおよび符号を決定することができる。
ここで、ｒＣＱＩ＝ＣＱＩ（ＮＳＳ）／ＣＱＩ（ＳＳ）であり、例えば端末が該端末のサ
ービングセクタ（ＳＳ）に比べて干渉を引き起こす他のセクタである非サービングセクタ
（ＮＮＳ）のチャネルの（チャネル品質指標（ＣＱＩ）によって測定された）強度を示す
。発行されたｄΔ５１８の大きさおよび符号は、ΔＭＩＮ５２４およびΔＭＡＸ５２７に
よって課された境界内に調整されたオフセット、すなわちΔ’Ｓ５５９が存在するような
状態である。代わりに、ｄΔ５１８の大きさは演繹的に指定することができる。また、確
率分布Ｐは調整を実行するべきかどうか設定するために用いられる。かかる確率的アプロ
ーチ内では、超過ＯＳＩ指標に対するアクセス端末の応答は、利用可能な通信リソースを
維持すること（例えば減少ではない）でありえることが理解されるべきである。かかる特
徴により、確率的アプローチ（ｉ）は、完全にロードしたシステムに好適であり、低速Ｏ
ＳＩ指標はｑｕａｓｉｅｑｕｉｌｉｂｒｉｕｍ値のまわりで変動する。ＯＳＩ指標平均に
対するいくつかの無線装置の確率的な応答を出力し、通信リソースの調整によって干渉の
全面的な減少をもたらす。プロセッサ（例えばプロセッサ２２８）は確率分布を含むこと
ができ、オフセット調整に見合う確率的な値を発行することができる。オフセットとＯＳ
Ｉ指標の値はレコード維持およびシステム動作の分析に関してメモリ（例えばメモリ２３
２）において格納することができる。
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【００５５】
　決定論的なアプローチ（ｉｉ）の場合には、アクセス端末（例えば２２０）が、上方ま
たは下方のオフセット調整に関して特定の個別の（ステップ）値ｄΔ５１８の大きさをセ
ットする重み関数ｗ＝ｗ（＜Ｉ＞（ＳＬＯＷ）、＜Ｉ＞（ＦＡＳＴ）、ｒＣＱＩ）によっ
て決定されたアルゴリズムを利用することができる。アクセス端末においてプロセッサ（
例えばプロセッサ２２８）によってかかる値を決定することができることが認識されるべ
きである。アプローチ（ｉ）のように、オフセットとＯＳＩ指標の値は、レコード維持お
よびシステム動作の分析に関してメモリ（例えばメモリ２３２または２６２）において格
納することができる。
【００５６】
　Δ生成コンポーネント２２４は低速ＯＳＩと高速ＯＳＩのオフセットを調整するのに決
定論的なアプローチ（ｉ）を用いることができるが、高速ＯＳＩオフセット調整について
は確率的アプローチ（ｉｉ）を回避してもよいことに留意する。ある態様において、高速
ＯＳＩ指標が受信される場合、隣接するセクタ内の干渉を減らすために決定論的に通信リ
ソースを調整することが望ましいかもしれない。バースト的状況では、リソースレベルの
確率的な調整が、バースト性アクセス端末によって与えられた干渉の増加につながること
がある。超過ＯＳＩ指標を受信するアクセス端末（例えばＡＴ２２０）は、低速ＯＳＩお
よび高速ＯＳＩΔ調整の両者に関して実質的にパラメータの同じセットを用い、実質的に
同じアルゴリズムを利用することができる。または更に、アクセス端末は、異なるΔ値（
ΔＳ５５３、ΔＦ（１）－ΔＦ（Ｐ）５５６１－５５６Ｐ）を調整するために異なるアル
ゴリズムおよび／またはパラメータの異なるセットを用いることができる。一例として、
低速と高速で異なる必要があるデルタ調整のパラメータでは、ステップ幅（例えばｄΔ５
１８）が上下し、決定しきい値（例えばＩＴＨ３２０）も異なる。
【００５７】
　別の態様において、Δ生成コンポーネント２２４は、高速ＯＳＩオフセットへの上界と
して低速ＯＳＩオフセットの値を用いることができる。それは超過ＯＳＩの指標を受信す
るアクセス端末（例えばＡＴ２２０）において保存されたオフセットへの調整を生成する
ために用いられる。さらに別の態様において、アクセス端末は、オフセット値を調整する
ために高速ＯＳＩ指標を用いることができる。しかし、上述したように、バースト性端末
がシステム中に存在する場合に限り、高速ＯＳＩオフセット値が生成され、それまではア
クセス端末には保持されないので、サービングアクセスポイント（例えばＡＰ２５０）は
、低速ＯＳＩΔ値の方へ高速ＯＳＩΔ値をドライブするためにアルゴリズムを実装するこ
とができる。バースト性送信が無い場合の長期間にわたる高速ＯＳＩ値の保存は、ロング
ＯＳＩオフセットの決定に不利に影響する場合があることに留意されたい。これを図６の
ダイアグラム６００に示す。時刻τＵに生成された高速ＯＳＩΔ値ΔＦ（Ｕ）６１０は、
例えばサービングアクセスポイント２５０により、時刻τＬ１に生成された低速ＯＳＩオ
フセットΔＳ（Ｌ－１）６２０により与えられる上界値に向かってドライブされる（破線
６１５）。時刻τＬでは、新規の低速ＯＳＩオフセットΔＳ（Ｌ）６２５が例えばΔ生成
コンポーネント２２４によって生成され、そしてΔＦ（Ｕ）は、新しく決定された低速オ
フセットに向かって再度ドライブされる（破線６３０）。新規のバースト的伝送がシステ
ムで起こり、新規の高速ＯＳＩΔ値が生成されるまで、サービングアクセスポイントは高
速オフセットΔＦ（Ｕ）６１０をドライブし続けることができる。
【００５８】
　ひとたびオフセット調整がΔ生成コンポーネント２２４によって実行されると、アクセ
ス端末は、最新のオフセット（例えば図５Ａ内のΔ’５２１および図５Ｂ内のΔ’Ｓ５５
９，Δ’Ｆ（１）－Δ’Ｆ（Ｐ）５６２１－５６２Ｐ）の値を次のリソース割当てに対す
る示唆された値としてのそのサービングアクセスポイント（例えばＡＰ２５０）に伝える
。
【００５９】
　以上示され説明されたシステム例を考慮して、開示された主題に従って実装されてもよ
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い方法は、図７および８のフローチャートに関して一層よく評価される。説明の簡単化の
ために、方法を一連のブロックとして示すが、クレームされた主題はブロックの数または
順序で限定的ではなく、いくつかのブロックが、ここでは描かれ説明される他のブロック
とは異なる順序で生じ、および／または同時に生じてもよいことが理解され、了解される
であろう。さらに、以下に説明された方法を実装するために、必ずしもすべての図示のブ
ロックが必要とされるわけではない。ソフトウェア、ハードウェア、それらの組み合わせ
または任意の他の適合する手段（例えば装置、システム、プロセス、コンポーネント、…
）によってブロックに関連した機能性が実装されてもよいことが認識される。また、以下
、この明細書の全体にわたって開示された方法は、種々の装置にかかる方法を容易に運び
転送するための製品上に格納されることができることが理解されるべきである。当業者は
、一連の相互関係があった状態または状態遷移図においてのようにイベントとして二者択
一で方法を表わすことができるかもしれないと理解し認識する。
【００６０】
　図７は、無線システムにおいてリソースおよび干渉を管理するのに必要となり得るＯＳ
Ｉ指標を生成するための方法の例７００のフローチャートを示す。アクト７１０では、干
渉レベルは干渉メトリックに基づいて決定される。選択されたメトリックは信号対干渉比
のような性能メトリックになりえる。選択された干渉メトリックに基づいた干渉レベルの
決定は、種々の時間周波数リソース上の干渉レベルの測定を含むことができる。ある態様
では、高速短期の算定ならびに低速長期の決定を処理することができる。干渉レベルは、
特定のフレーム（図３）およびインターレース、ならびに周波数領域（図４）におけるサ
ブキャリアのような特定の時間領域リソースに関して決定することができる。かかる決定
は高速算定に関係しているかもしれない。一例として、非サービングアクセスポイント２
８０は、プロセッサ（例えばプロセッサ２８８）に連結されたＯＳＩ生成コンポーネント
（例えばコンポーネント２８４）を用いて、かかる干渉レベル決定を処理することができ
る。プロセッサは、干渉レベルの測定、および平均およびシステムキャパシティベースの
干渉レベルのような実効干渉メトリックを容易に計算することができる。アクト７２０で
は、ＯＳＩ指標は、決定された干渉レベルに基づいて生成される。ある態様では、ＯＳＩ
指標の生成は、決定した有効干渉レベルを無線通信システムのサービス・プロバイダーに
よって設定することができるしきい値干渉レベル（図３および４）と比較することを含ん
でもよい。ＯＳＩ指標はアクト７３０において送信される。態様では、非サービングアク
セスポイント（例えばＡＰ２８０）は専用のフォワードリンク（例えばＦＬ　２９５）物
理チャネル上でアクセス端末（例えばＡＴ２２０）にＯＳＩ指標を伝える。かかるチャネ
ルは高速ＯＳＩ制御チャネルで具体化することができる。
【００６１】
　図８は、無線システムにおける、通信リソースを管理するための方法の例８００のフロ
ーチャートを示す。アクト８１０では、他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標が受信される。あ
る態様では、かかるＯＳＩ指標は、アクセス端末のアクティブセットにおける、ある非サ
ービングアクセスポイントから受信する。ＯＳＩ指標は、１つまたは複数のスーパーフレ
ーム（図３）を含んで、長い期間に関して決定された指標に対応することができ、あるい
はその指標はシングルフレーム（図３）に関して決定されて、短期の指標に対応すること
ができる。８２０では、通信リソースに関連付けられたオフセット値がＯＳＩ指標に応じ
て調整されるべきかどうかが決定される。この決定は、干渉しきい値、チャネル品質指標
またはセルトラヒック負荷に関して干渉超過の大きさに基づいてなされる。別の態様にお
いて、通信リソースは送信パワーまたはパワースペクトル密度（ＰＳＤ）に対応すること
ができる。または更に、通信リソースは、変調スキーム、帯域幅、サブキャリアの数、周
期的な接頭部継続時間などに相当する。８３０では、通信リソースに関連したオフセット
が調整される。通信リソースは電力またはＰＳＤである場合、送信するアクセス端末（図
２）のリバースリンク上の他セクタ干渉は、通信するにアクセス端末（例えばＡＴ２２０
）によって用いられた電力レベルを下げることにより緩和することができる。さらに別の
態様では、Δｖａｌｕｅの調整は確率的または決定性アルゴリズムを用いて遂行してもよ
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い。アクセス端末（例えばアクセス端末２２０）は、低速ＯＳＩ指標および高速ＯＳＩ指
標に関連したオフセットを調整するために、実質的に同じであるアルゴリズムを用いるこ
とができる。
【００６２】
　図９は、ここで述べられた１つまたは複数の態様に従って、無線通信環境におけるセル
／セクタ通信を提供する多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムにおける、送信機システム９
１０（基地局１４０のような）および受信機システム９５０（例えばアクセス端末２２０
）の実施形態のブロック図９００である。送信機システム９１０では、幾つかのデータス
トリームのためのトラフィックデータはデータプロセッサ９１４を送信するために（ＴＸ
）データ送信装置９１２から提供することができる。実施形態では、データストリームは
それぞれの送信アンテナ上に送信される。ＴＸデータプロセッサ９１４は、符号化データ
を提供するためにそのデータストリームに選ばれた特定の符号化スキームに基づいて、各
データストリームのトラフィックデータをフォーマットし、符号化し、およびインタリー
ブする。各データストリームの符号化データはＯＦＤＭ技術を用い、パイロットデータに
多重化されてもよい。パイロットデータは、典型的に既知のやり方で処理され、チャネル
応答を推定するために受信機システムで用いることができる既知のデータパターンである
。その後、各データストリームに関して多重パイロットおよび符号化データは、変調シン
ボルを提供するためにそのデータストリームに選ばれた、特定の変調スキーム（例えば二
進移相変調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、複数の位相偏移キーイング（Ｍ
－ＰＳＫ）またはｍ－順序直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、変調される（例え
ばマッピングされたシンボル）。各データストリームに関して、データレート、符号化お
よび変調は、プロセッサ９３０によって実行された命令によって決定されてもよく、該デ
ータならびに命令はメモリ９３２において格納されてもよい。更に、このイノベーション
のある態様に従って、送信機は、超過ＯＳＩの指標に応じて計算されたデルタ値に依存す
る変調スキームを切り替えることができる。
【００６３】
　その後、すべてのデータストリームに関して変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
９２０に提供される。それはさらに変調シンボル（例えばＯＦＤＭ）を処理してもよい。
その後、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０は９２２ＴによってＮＴトランシーバー（ＴＭ
ＴＲ／ＲＣＶＲ）９２２ＡにＮＴ変調シンボルストリームを供給する。ある実施形態では
、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０は、データストリームのシンボル、およびシンボルが
送信されているアンテナにビームフォーミング重量（あるいは前符号化）を適用する。ト
ランシーバー９２２はそれぞれ、１つまたは複数のアナログ信号を提供するためにそれぞ
れのシンボルストリームを受信し処理し、さらに、アナログ信号を整えて（例えば、増幅
し、フィルターし、アップコンバーターで変換する）、ＭＩＭＯチャネル上の送信に適し
ている変調された信号を提供する。その後、トランシーバー９２２Ａから９２２Ｔまでの
ＮＴ個の変調された信号は、ＮＴアンテナ９２４１から９２４Ｔによってそれぞれ送信さ
れる。受信機システム９５０では、送信された変調信号は、９５２ＲからＮＲアンテナ９
５２１によって受信される。また、各アンテナ９５２からの受信信号は９５４Ｒによって
それぞれのトランシーバー（ＲＣＶＲ／ＴＭＴＲ）９５４Ａに提供される。各トランシー
バー９５４１－９５４Ｒはそれぞれの受信信号を整え（例えば、フィルターし、増幅し、
ダウンコンバートする）、ディジタル化してサンプルを提供し、さらに該サンプルを処理
して「受信した」シンボルストリームを提供する。
【００６４】
　その後、ＲＸデータプロセッサ９６０は、特定の受信機処理技術に基づいたＮＲトラン
シーバー９５４１－９５４ＲからＮＲ受信シンボルストリームを受信し処理してＮＴ「検
出された」シンボルストリームを供給する。その後、ＲＸデータプロセッサ９６０は、デ
ータストリームのためのトラフィックデータを回復するために各検出されたシンボルスト
リームを復調し、デインターリーブし、復号する。ＲＸデータプロセッサ９６０による処
理は、送信機システム９１０のＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０およびＴＸデータプロセ
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ッサ９１４によって実行されたものと相補的である。プロセッサ９７０は、どの前符号化
行列を用いるか周期的に決める、かかる行列はメモリ９７２において格納することができ
る。プロセッサ９７０は、行列インデックス部分およびランク値部分を含むリバースリン
クメッセージを作成する。メモリ９７２は、プロセッサ９７０によって実行されることで
リバースリンクメッセージを作成する命令を格納してもよい。リバースリンクメッセージ
は、通信リンクまたは受信データストリームに関する種々の型の情報、またはそれらの組
み合わせを含んでもよい。一例として、かかる情報はデータパケットフォーマットの復号
に関して調整された通信リソース、スケジューリングされたリソースを調整するためのオ
フセットおよび情報を含むことができる。その後、リバースリンクメッセージは、データ
送信装置９３６からの多数のデータストリームについてのトラフィックデータを受信する
ＴＸデータプロセッサ９３８によって処理され、変調器９８０によって変調され、トラン
シーバー９５４Ｒから９５４Ａにより整えられ、送信機システム９１０に送り戻される。
【００６５】
　送信機システム９１０では、受信機システム９５０からの変調された信号は、アンテナ
９２４１－９２４Ｔによって受信され、トランシーバー９２２Ａ－９２２Ｔによって整え
られ、復調器９４０によって復調され、受信機システム９５０によって送信されたリザー
ブ(reserve)リンクメッセージを抽出するためにＲＸデータプロセッサ９４２によって処
理される。その後、プロセッサ９３０は、ビームフォーミングウェイトの決定に関してど
の前符号化行列を用いるかを決定し、該抽出されたメッセージを処理する。
【００６６】
　上述した工程に従い図９に示されるように、シングルユーザーＭＩＭＯモードは、単一
の受信機システム９５０が送信機システム９１０と通信する場合に対応する。かかるシス
テムでは、ＮＴ送信機９２４１－９２４Ｔ（さらにＴＸアンテナとして知られている）お
よびＮＲ受信機９５２１－９５２Ｒ（さらにＲＸアンテナとして知られている）は、無線
通信の行列チャネル（例えばレーリーチャネル、またはガウスのチャネル）を構成する。
ＳＵ－ＭＩＭＯチャネルは任意の複素数のＮＲ×ＮＴ行列によって説明される。チャネル
のランクは、ＮＲ×ＮＴチャネルの代数ランクと等しい。地空または空間周波数符号化に
おいて、ランクは、チャネルに関して送られるデータストリーム（すなわちレイヤ）の数
と等しい。ランクは、高々、ｍｉｎ｛ＮＴ、ＮＲ｝に等しいことが理解されるべきである
。ＮＴ送信およびＮＲ受信アンテナによって構成されたＭＩＭＯチャネルは、ＮＶ独立チ
ャネルへ分解されてもよい。それを空間チャネルと称する。ここで、ＮＶ≦ｍｉｎ｛ＮＴ

（ＮＲ｝である。ＮＶ独立チャネルの各々は１次元に対応する。
【００６７】
　ある態様ではトーンωのＯＦＤＭにより送信または受信されたシンボルは、次式により
モデル化することができる。
【数１】

【００６８】
（１）ここで、ｙ（ω）は受信データストリームでありＮＲ×１ベクトルである。Ｈ（ω
）は、トーンω（例えば時間依存のチャネル応答行列ｈのフーリエ変換）のチャネル応答
ＮＲ×ＮＴ行列である。ｃ（ω）はＮＴ×１出力シンボルベクトルである。また、ｎ（ω
）はＮＲ×１雑音ベクトル（例えば付加的な白色ガウス雑音）である。前符号化はＮＶ×
１レイヤベクトルをＮＴ×１前符号化出力ベクトルに変換することができる。ＮＶは、送
信機９１０によって送信されたデータストリーム（レイヤ）の実数であり、ＮＶは、チャ
ネルコンディション、および端末によって報告されたランクの少なくとも一部に基づいて
、送信機（例えばアクセスポイント２５０）の自由裁量でスケジューリングすることがで
きる。ｃ（ω）が少なくとも１つの多重化スキームの結果、および送信機によって適用さ
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れた少なくとも１つの前符号化（あるいはビームフォーミング）スキームであることが認
識されるべきである。さらに、ｃ（ω）は電力利得行列に畳み込まれる。それは、送信機
９１０の量が送信に各データストリームＮＶを割り付ける電力を決める。かかる電力利得
行列がアクセス端末２２０に割当てられるリソースになりえることは認識されるべきであ
る。また、それは、オフセットの調整を通じてここで説明したように管理することができ
る。無線チャネルのＦＬ／ＲＬ相互性を考慮して、ＭＩＭＯ受信機９５０からの送信につ
いても、実質的に同じである構成要素を含む等式（１）にならってモデル化することがで
きることが理解されるべきである。更に、受信機９５０は、さらにリバースリンク内のデ
ータを送信する前に前符号化スキームを適用することができる。
【００６９】
　システム９００（図９）において、ＮＴ＝ＮＲ＝１であるとき、システムは、ここで述
べられた１つまたは複数の態様に従って、無線通信環境におけるセクタ通信を提供し得る
単入力単出力（ＳＩＳＯ）システムに変わる。
【００７０】
　図１０は、３つのＡＴ２２０Ｐ、２２０Ｕおよび２２０Ｓがアクセスポイント２５０と
通信する例示のマルチユーザＭＩＭＯシステム１０００を示す。アクセスポイントはＮＴ

ＴＸアンテナ９２４１－９２４Ｔを持つ。また、ＡＴの各々には複数のＲＸアンテナがあ
る。すなわち、ＡＴＰはＮＰアンテナ９５２１－９５２Ｐを持ち、ＡＰＵはＮＵアンテナ
９５２１－９５２Ｕを持ち、ＡＰＳはＮＳアンテナ９５２１－９５２Ｓを持つ。端末とア
クセスポイントの間の通信はアップリンク１０１５Ｐ、１０１５Ｕおよび１０１５Ｓによ
って達成される。同様に、ダウンリンク１０１０Ｐ、１０１０Ｕおよび１０１０Ｓでは、
アクセスポイント２５０と端末ＡＴＰ、ＡＴＵ、およびＡＴＳの間で容易に通信が行える
。さらに、各端末と基地局の間の通信は、図９およびその対応する詳細な説明において示
されたとおり、実質的に同じ方法で、実質的に同じコンポーネントにより実行される。端
末がアクセスポイント２５０によってサービスされたセル内の実質的に異なる位置におい
て位置することができるので、ユーザ機器２２０Ｐ、２２０Ｕおよび２２０Ｓはそれぞれ
それ自身のランクと共に、それ自身の行列チャネルｈαおよび応答行列Ｈα（α＝Ｐ、Ｕ
およびＳ）を持っている。基地局２５０によってサービスされたセルの中にある複数個の
ユーザーに起因してイントラセル干渉を示すことがある。図１０では３つの端末で示した
が、ＭＵ－ＭＩＭＯシステムは、いかなる数の端末（下にインデックスｋで示す）を含む
ことができることが理解されるべきである。アクセス端末２２０Ｐ、２２０Ｕおよび２２
０Ｓの各々は超過他セクタ干渉の指標に応答することができ、各々は、ＡＴ２５０に対し
、１つまたは複数の調整された通信リソース、スケジューリングされたリソースを調整す
るためのオフセット、ならびにＯＳＩ指標を考慮して送信に関して用いられた適合データ
パケットフォーマットを復号するための情報を伝えることができる。上述したように、Ａ
Ｔ２５０は、端末２２０Ｐ、２２０Ｕおよび２２０Ｓの各々について、互いのリソース割
当てに従って、およびそれとは無関係に、リソースを再スケジューリングすることができ
る。
【００７１】
　ある態様ではユーザｋ、トーンωのＯＦＤＭにより送信または受信されたシンボルは、
次式によりモデル化することができる。
【数２】

【００７２】
ここで、シンボルは等式（１）の場合と同じ意味を持つ。マルチユーザーダイバーシティ
により、ユーザーｋによって受信された信号における他のユーザーの干渉が、等式（２）
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の左辺内の第２の項でモデル化されることが認識されるべきである。プライム符号（’）
は、送信されたシンボルベクタｃｋが合計から除外されることを示す。一連の項は、セル
において他のユーザーに送信機（例えばアクセスポイント２５０）によって送信されたシ
ンボルのユーザーｋ（そのチャネル応答Ｈｋによる）による受信を表わす。
【００７３】
　図１１は、ここで説明された種々の態様に従い、無線通信システムにおけるリバースリ
ンク通信リソースおよび干渉レベルの管理を統合するシステム１１００のブロック図であ
る。ある例では、システム１１００はアクセス端末１１０２を含んでいる。図示のように
、アクセス端末１１０２は１つまたは複数のアクセスポイント１１０４から信号を受信し
、アンテナ１１０８によって１つまたは複数のアクセスポイント１１０４へ送信すること
ができる。さらに、アクセス端末１１０２は、受信機１１１０または実質的に他の電気機
器を含み、アンテナ１１０８から情報を得る。ある例では、受信機１１１０は、受信され
た情報を復調する復調器（Ｄｅｍｏｄ）１１１２に動作可能なように接続されてもよい。
復調されたシンボルは、プロセッサ１１１４によって分析することができる。プロセッサ
１１１４は、データおよび／またはアクセス端末１１０２に関係するプログラムコードを
格納できるメモリ１１１６に接続することができる。さらに、アクセス端末１１０２は、
方法７００、８００および／または他の適合する方法を実行するためにプロセッサ１１１
４を用いることができ、または、実質的に他の電気機器を用いることができる。アクセス
端末１１０２は、さらに１つまたは複数のアクセスポイント１１０４へのアンテナ１１０
８によって送信機１１２０による送信に関して信号を多重化することができる変調器１１
１８を含むことができる。
【００７４】
　図１２は、ここに説明された種々の態様に従って無線通信システムにおけるリバースリ
ンク通信リソースおよび干渉管理を統合するシステム１２００のブロック図である。ある
例では、システム１２００は基地局またはアクセスポイント１２０２を含んでいる。図示
のように、アクセスポイント１２０２は受信（Ｒｘ）アンテナ１２０６によって１つまた
は複数のアクセス端末１２０４から信号を受信し、送信（Ｔｘ）アンテナ１２０８によっ
て１つまたは複数のアクセス端末１２０４に送信することができる。
【００７５】
　さらに、アクセスポイント１２０２は、受信アンテナ１２０６から情報を得る受信機１
２１０を含むことができる。ある例では、受信機１２１０は動作可能なように復調器（Ｄ
ｅｍｏｄ）１２１２または実質的に他の電気機器に関連づけられ、受信された情報を復調
する。その後、復調されたシンボルは、プロセッサ１２１４によって分析することができ
る。プロセッサ１２１４は、メモリ１２１６に接続され、符号クラスタ、アクセス端末割
当て、関連するルックアップテーブル、ユニークなスクランブリングシーケンスおよび／
または他の適合する型の情報と関係する情報を格納することができる。アクセスポイント
１２０２は、さらに１つまたは複数のアクセス端末１２０４への送信アンテナ１２０８に
よって送信機１２２０による送信に関して信号を多重化することができる変調器１２１８
を含んでもよい。
【００７６】
　次に、開示された主題の態様を実施可能にすることができるシステムを図１３および１
４に関連して説明する。かかるシステムは機能ブロックを含むことができ、プロセッサま
たは電子機械、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせ（例えばファームウェア）によ
って実装された機能を表わす機能ブロックを含むことができる。
【００７７】
　図１３は、本件開示のある態様に従って無線通信システムにおけるリソース管理を可能
にするシステム例１３００のブロック図を示す。システム１３００は、無線端末（例えば
アクセス端末２２０）内に、少なくとも部分的に存在することができる。システム１３０
０は、連動する電子コンポーネントの論理グルーピング１３１０を含んでいる。ある態様
では、論理グルーピング１３１０は、他セクタ干渉指標の監視のために非サービングアク
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セスポイント（ＡＰ）セットを設立するための電子コンポーネント１３１５、該監視セッ
ト内の１つまたは複数のＡＰからＯＳＩ指標を受信するための電子コンポーネント１３２
５、また該受信したＯＳＩ指標に従って通信リソースに関連付けられたオフセット値を調
整するための電子コンポーネント１３３５を含んでいる。
【００７８】
　システム１３００は、電気部品１３１５および１３２５に関連付けられた機能を実行す
るための命令ならびに、かかる機能の実行中に生成され得る測定データおよび計算データ
を保存するメモリ１３４０を含んでもよい。メモリ１３４０の外側にあるものとして示し
たが、一つまたは複数の電子コンポーネント１３１５、１３２５および１３３５がメモリ
１３４０内に存在してもよいことを了解されたい。
【００７９】
　図１４は、決定した干渉レベルに従って超過他セクタ干渉の指標を生成および発行する
ことによって無線通信システムにおける干渉管理を可能にするシステム例のブロック図で
ある。システム１４００は、基地局（例えばアクセスポイント２８０）内に、少なくとも
部分的に存在することができる。システム１４００は、連動する電子コンポーネントの論
理グルーピング１４１０を含んでいる。ある態様では、論理グルーピング１４１０は干渉
メトリックに基づいた高速干渉レベル、および実効干渉メトリックに基づいた低速干渉レ
ベルをそれぞれ決定するための電子コンポーネント１４１５および１４２５を含んでいる
。更に、論理グルーピング１４１０は、高速干渉レベルに従って高速他セクタ干渉（ＯＳ
Ｉ）の指標を生成するためのコンポーネント１４３５、および低速干渉レベルに従って低
速他セクタ干渉の指標を生成するためのコンポーネント１４４５を含んでいる。生成した
ＯＳＩ指標を送信するための電子コンポーネント１４５５を論理グルーピング１４１０内
に含んでもよい。
【００８０】
　さらに、システム例１４００は、さらに電子的コンポーネント１４１５、１４２５、１
４３５、１４４５および１４５５に関連関連付けられた機能を実行するための命令、なら
びに、かかる機能の実行中に生成され得る測定データおよび計算データを保存するメモリ
１４６０を含むことができる。メモリ１４６０の外側にあるものとして示したが、一つま
たは複数の電子コンポーネント１４１５、１４２５、１４３５、１４４５および１４５５
がメモリ１４６０内に存在してもよいことを了解されたい。
【００８１】
　ここに説明された実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドル
ウェア、マイクロコードまたは任意のそれらの組み合わせによって実装することが理解さ
れる。システムおよび／または方法がソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまた
はマイクロコード（プログラムコードまたは命令セグメント）で実装される場合、それら
はストレージコンポーネントのような機械可読媒体に格納することができる。命令セグメ
ントはプロシージャ、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モ
ジュール、ソフトウェアパッケージ、クラス、または命令とデータ構造とプログラム文の
任意の組合せを表わすことができる。命令セグメントは、情報、すなわちデータ、引数、
パラメータ、あるいはメモリコンテンツを渡し、および／または受け取ることにより、別
の命令セグメントまたはハードウェア回路に連結することができる。情報、引数、パラメ
ータ、データ等は、メモリ共有、メッセージパッシング、トークンパッシング、ネットワ
ーク送信などを含む何らかの適切な手段を用いて渡し、フォワードし、または送信しても
よい。
【００８２】
　ソフトウェア実装については、ここに説明された技術は、ここに説明された機能を実行
するモジュール（例えばプロシージャ、関数など）に実装することができる。ソフトウェ
アコードは記憶装置に格納し、プロセッサによって実行することができる。記憶装置はプ
ロセッサ内に実装してもよいし、プロセッサ外部のものとしてもよい。その場合には、当
該技術分野において知られる種々の手段によりプロセッサに対して通信可能に結合しても
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よい。
【００８３】
　ここで用いられる語「プロセッサ」は、古典的アーキテクチャのコンピュータまたは量
子コンピュータのことをいう。古典的アーキテクチャは、シングルコアプロセッサ、ソフ
トウェアマルチスレッド実行能力を備えたシングルプロセッサ、マルチコアプロセッサ、
ソフトウェアマルチスレッド実行能力を備えたマルチコアプロセッサ、ハードウェアマル
チスレッド技術を備えたマルチコアプロセッサ、並列プラットフォーム、および分散共有
メモリを備えた並列プラットフォームを含むが、これらには限定されない。さらに、プロ
セッサが、集積回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックコン
トローラ（ＰＬＣ）、コンプレックスプログラマブルロジックデバイス（ＣＰＬＤ）、ま
たはフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）のことを指してもよい。量子コ
ンピュータアーキテクチャは、ゲートまたは自己組織クワンタムドット中に具現されたキ
ュービット、核磁気共鳴プラットフォーム、超伝導ジョセフソン接合などに基づくものと
してよい。空間利用を最適化し、ユーザ機器の性能を向上させるために、プロセッサが分
子およびクワンタムドットに基づくトランジスタ、スイッチ、ゲートのようなナノスケー
ルアーキテクチャを利用してもよい。
【００８４】
　更に、本件明細書では、用語「メモリ」は、データ蓄積、アルゴリズム蓄積、および画
像蓄積、デジタル音楽および映像の蓄積、チャートおよびデータベースのような情報蓄積
のことを指すが、これらには限定されない。ここに説明されたメモリコンポーネントは、
揮発性メモリまたは不揮発性メモリのいずれかであってもよく、揮発性メモリおよび不揮
発性メモリの両者を含んでもよいことが理解されるであろう。限定ではなく実例として、
不揮発性メモリは、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）
、ＥＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、ＥＥＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）またはフラッシュメモリを含
んでもよい。揮発性メモリはランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含み、外部キャッシュ
メモリとして働く。限定ではなく実例として、ＲＡＭは、シンクロナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ
）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデ
ータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、エンハンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ
）、Ｓｙｎｃｈｌｉｎｋ　ＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）およびダイレクトＲａｍｂｕｓＲＡ
Ｍ（ＤＲＲＡＭ）のような様々な形式が利用可能である。さらに本開示のシステムのメモ
リコンポーネントおよび／または方法は、これらおよび他の任意の適合する型のメモリを
含むことが意図されるが、これらには限定されない。
【００８５】
　さらに、この開示において用いられるように、用語「電気機器」は、特定の目的を果た
す電子通信の実体のことをいい、そのような目的の例は、（以下に限定されないが）デジ
タル信号の送受信、無線周波数電磁放射の送受信、デジタル信号の処理（例えば多重化／
デマルチプレクシング、変調、デジタルビットを分割／連結すること）、当該電気機器の
一部分の、または該電気機器の外部となり得る上述したプロセッサによりロジックを実行
すること、当該電気機器の一部分の、または該電気機器の外部となり得る上述したメモリ
に情報を記憶すること、ネットワークにおいてまたはスタンドアロンでコンピュータと通
信すること、電気機器に特定のアクトを実行させるコードの実行などを含む。
【００８６】
　以上説明した事項は、１つまたは複数の態様の例を含んでいる。当然ながら、前述の態
様を説明する目的のために、コンポーネントまたはメソドロジの考えられる組合せをすべ
て説明することはできない。しかし、当業者であれば、多くのさらなる組合せおよび種々
の態様の置換が可能であることを認識することができる。従って、説明された態様は、添
付の特許請求の精神および範囲に含まれる変更、修正および変形のすべてを包含すること
が意図される。さらに、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」が詳細な説明またはクレームの
いずれかで用いられる限りにおいて、この用語は、クレームで遷移語として使用され、「
具備する（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」が解釈される場合の用語「具備する」と同様に、包
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括的であることが意図されている。
　以下に、本願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を受信すること；
　通信リソースに関連付けられたデルタ値が前記受信したＯＳＩ指標に応じて調整される
べきかどうか決定すること、該決定は前記ＯＳＩ指標に対応する時間周波数リソースを同
定することを含む；および
　前記通信リソースに関連付けられた前記デルタ値を調整することを含む無線システムに
おけるリソース管理の方法。
［２］前記デルタ値の前記調整は、前記受信したＯＳＩ指標、現在のデルタ値、およびチ
ャネル強度メトリックに依存する確率分布に基づいて、前記デルタ値を増加させるべきか
、減少させるべきか、維持するべきかどうかをランダムに決定することを含む上記［１］
の方法。
［３］前記デルタ値の前記調整は、決定性アルゴリズムを採用することを含み、前記受信
したＯＳＩ指標、現在のデルタ値、およびチャネル強度メトリックに依存する重み関数が
、特定の離散値に従ってデルタ値を増加させるか減少させる上記［１］の方法。
［４］調整されたデルタ値を保持することをさらに含む上記［１］の方法。
［５］調整されたデルタ値のための境界として役立つ１つまたは複数のデルタ値を計算す
ることをさらに含む上記［１］の方法。
［６］フォワードリンクのスーパーフレームごとに、前記ＯＳＩ指標を受信する上記［１
］の方法。
［７］インターレースの復号で前記ＯＳＩ指標を受信する上記［１］の方法。
［８］フォワードリンクのフレームごとに、前記ＯＳＩ指標を受信する上記［１］の方法
。
［９］ＯＳＩ指標の受信は、１セットのサブフレーム、１セットのフレーム、および１セ
ットのサブキャリアからなるグループから選択された１セットにわたって平均した干渉メ
トリックの値を受信することを含む上記［１］の方法。
［１０］アクセスポイントのセットを取得し、取得したアクセスポイントのセット内のア
クセスポイントから超過他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を受信し、前記超過ＯＳＩ指標に
従って通信リソースに関連付けられたオフセット値を調整し、前記調整したオフセット値
保持するように構成された集積回路；および
　データを格納するための前記集積回路に結合されたメモリを具備する無線通信装置。
［１１］前記集積回路は、サービングアクセスポイントからリソース割当てを受信するよ
うにさらに構成された上記［１０］の無線通信装置。
［１２］前記集積回路は、サービングアクセスポイントに前記調整したオフセット値を送
信するようにさらに構成された上記［１１］の無線通信装置。
［１３］前記集積回路は、前記オフセット値を調整するために確率的アルゴリズムを用い
るようさらに構成された上記［１０］の無線通信装置。
［１４］前記集積回路は、前記オフセット値を調整するために決定性アルゴリズムを用い
、前記メモリから前記アルゴリズムを定義する１セットのパラメータを引き出すようにさ
らに構成された上記［１０］の無線通信装置。
［１５］前記格納されたデータは、有効な干渉、平均干渉、干渉レベルの分布の特定百分
位数に対応する干渉、あるいは任意のそれらの組み合わせの計算された値を含む上記［１
０］の無線通信装置。
［１６］非サービングアクセスポイント（ＡＰ）のセットを設定して他セクタ干渉指標を
監視するための手段；
　前記監視セット内の１つまたは複数のＡＰから他セクタ干渉（ＯＳＩ）指標を受信する
ための手段；および
　前記受信したＯＳＩ指標に従って通信リソースに関連付けられたオフセット値を調整す
るための手段を具備する無線通信システムにおけるリソース管理を容易にする装置。
［１７］前記ＯＳＩ指標は高速他セクタ干渉に対応し、サブスーパーフレーム時間スケー
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ルで干渉メトリックが決定される上記［１６］の装置
［１８］前記サブスーパーフレーム時間スケールは、１つまたは複数のフレームおよび１
つまたは複数のシンボルから成るグループから選ばれたものに対応する上記［１７］の装
置。
［１９］コンピュータに、非サービングアクセスポイントのセットから超過他セクタ干渉
の指標を受信させるためのコード；
　コンピュータに、アクセスポイントによって割当てられた通信リソースに関連付けられ
たオフセット値を調整させるためのコード；および
　コンピュータに、次のリソース割当てを更新するためにアクセスポイントに前記調整し
たオフセット値を伝えさせるためのコードを具備するコンピュータ可読媒体。
［２０］干渉メトリックに基づいて干渉レベルを決定すること；
　前記決定した干渉レベルに基づいた他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を生成すること；お
よび
　前記ＯＳＩ指標を送信することを含む無線システムにおける干渉を管理する方法。
［２１］干渉レベルの決定は、１セットのスーパーフレームおよび１セットのフレームか
ら成るグループから選ばれた少なくとも１つのセット以上の１つまたは複数のサブキャリ
アにおける干渉メトリックを平均することを含む上記［２０］の方法。
［２２］干渉レベルの決定は、１セットのサブキャリア上の１つまたは複数のフレームに
おける干渉メトリックを平均することを含む上記［２０］の方法。
［２３］干渉レベルの決定はサブバンドにおける干渉レベルを測定し、１セットのインタ
ーレースまでの干渉レベルを平均することを含む上記［２０］の方法。
［２４］干渉レベルの決定は、１セットの周波数リソースまでの平均測定干渉の時刻分布
を生成すること、および該分布のテイル値を監視することを含む上記［２０］の方法。
［２５］前記干渉メトリックは、信号対雑音比、信号対干渉比、信号対干渉および雑音比
およびキャパシティから成るグループから選ばれる上記［２０］の方法。
［２６］干渉レベルの決定は、実効性能メトリックを計算することを含む上記［２０］の
方法。
［２７］実効干渉メトリックは、平均信号対雑音比、時間周波数リソースに関する平均信
号、時間周波数リソースの平均干渉およびそれらの比；およびキャパシティ測定から抽出
された実効信号対雑音比から成るグループから選ばれた少なくとも１つのメトリックを含
む上記［２６］の方法。
［２８］前記実効干渉メトリックは、以下のアクトすなわち：
　１セットの時間周波数リソース上の複数個の干渉レベルを測定すること；
　複数個の測定された干渉レベルにおける各干渉レベルについて干渉レベル（Ｉ）の関数
（ｆ）を評価し、評価結果の平均（Ａ）を生成すること；および
　引数値としてのＡでｆ（Ｉ）の逆関数を評価し、値ｆ－１（Ａ）を実効メトリック干渉
に割当てることの実行により決定される上記［２６］の方法。
［２９］１セットの時間周波数リソース上の複数個の干渉レベルの測定は、前記セットの
各メンバーについての干渉レベルの測定および前記セットのサブセットについての平均干
渉レベルの測定から成るグループから選ばれたものを含む上記［２８］の方法。
［３０］干渉レベルの関数はキャパシティ関数または信号対干渉比のうちの１つである上
記［２８］の方法。
［３１］名目の値を受信すること、あるいは測定またはデータ記憶装置から該名目の値を
抽出することをさらに含む上記［２８］の方法。
［３２］参照干渉値としきい値の性能メトリック値の少なくとも１つを受信することをさ
らに含む上記［２０］の方法。
［３３］干渉レベルの決定はサブバンド上の該干渉レベルを測定することを含む上記［２
０］の方法。
［３４］ＯＳＩ指標の生成は前記性能メトリックの平均値を参照値と比較すること含む上
記［２１］の方法。
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［３５］ＯＳＩ指標の生成は前記テイル値をしきい値干渉値と比較することを含む上記［
２４］の方法。
［３６］ＯＳＩ指標の生成は実効性能メトリックをしきい値と対比することを含む２６の
方法。
［３７］フォワードリンク内の専用制御チャネルで送信された前記ＯＳＩ指標の上記［２
０］の方法。
［３８］干渉メトリックに基づいて高速干渉レベルを決定するための手段；
　高速他セクタ干渉（ＯＳＩ）の指標を前記高速干渉レベルに従って生成するための手段
；および
　前記生成したＯＳＩ指標を送信するための手段を具備する無線通信に用いられる装置。
［３９］実効干渉メトリックに基づいた低速干渉レベルを決定するための手段；および
　前記低速干渉レベルに従って低速他セクタ干渉の指標を生成するための手段をさらに具
備する上記［３８］の装置。
［４０］フレーム時間スケールとスーパーフレーム時間スケール上の干渉レベル（無線シ
ステムのシンボルニューメロロジーによって規定された時間スケール）をコンピュータに
測定させるためのコード；
　コンピュータに、前記干渉レベル測定に基づいて有効干渉レベルを計算させるためのコ
ード；および
　超過他セクタ干渉指標を前記計算された有効干渉レベルに従ってコンピュータに発行さ
せるためのコードを具備するコンピュータ可読媒体。
［４１］有効干渉レベルをコンピュータに計算させるためのコードは、コンピュータに、
させるためのコード；リソースがセットする周波数および時刻、リソースセットのグルー
プから選ばれたセットまでの平均を計算すること、キャパシティ測定から有効干渉レベル
を抽出することを具備する上記［３７］のコンピュータ可読媒体。
［４２］周波数領域と時間領域において干渉レベルを測定し、該測定は異種の時間スケー
ルで行なわれ、低速および高速レジームにおける前記測定の結果を用いる有効干渉レベル
を計算し、超過他セクタ干渉の指標をブロードキャストするように構成された集積回路；
および
　測定され計算されたデータを格納する前記集積回路に結合されたメモリを具備する無線
通信環境において動作する電気機器。
［４３］前記分離した時間スケールは、高速タイムスケールおよび低速タイムスケール成
るグループから選ばれ、無線通信環境のニューメロロジーによって指定される上記［４０
］の電気機器。
［４４］前記集積回路は、キャパシティ測定に基づいて有効干渉レベルを計算し、および
有効干渉レベルがしきい値を越える場合に、超過ＯＳＩ指標を引き起こすようにさらに構
成された上記［４０］の電気機器。
［４５］前記集積回路は、時間周波数リソース上で測定された干渉レベルの平均を計算し
、該平均値がしきい値を越える場合に、超過ＯＳＩ指標を引き起こすようにさらに構成さ
れた上記［４０］の電気機器。
［４６］前記集積回路は、時間領域において測定されたインタフェースレベルの分布のテ
イルを監視すること、および前記テイル値がしきい値に達するか、超過する場合に、超過
ＯＳＩ指標を起こすようにさらに構成された上記［４０］の電気機器。
［４７］無線通信を容易にする装置であって、該システムは、
　リソース割当てを送信し、割当てられたリソースに関連付けられた調整オフセット値を
受信するように構成された集積回路。
　データを格納するための前記集積回路に結合されたメモリ、前記データは、通信リソー
スに関連したオフセットの調整された値を含む装置。
［４８］前記集積回路は、前記割当てられたリソースに関連付けられた前記オフセット値
を調整するためにアルゴリズムを伝えるように構成された上記［４６］の装置。
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